
〜
町
内
小
中
学
校
で
入
学
式　

P
17
〜

〜
町
内
小
中
学
校
で
入
学
式　

P
17
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●第６次阿武町
　　総合計画が完成 Ｐ２・３
●議会定例会 Ｐ５～８
●議会だより Ｐ９～１１
●新しい先生紹介 Ｐ１３

●第６次阿武町
　　総合計画が完成 Ｐ２・３
●議会定例会 Ｐ５～８
●議会だより Ｐ９～１１
●新しい先生紹介 Ｐ１３

先
生
の
お
は
な
し
、

　

よ
ー
く
聞
い
て
ね

先
生
の
お
は
な
し
、

　

よ
ー
く
聞
い
て
ね
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　阿武独自の「自然」、「人」、「文化」を大地の養分と見なします。
　大地から受ける様々な養分を、「安心」、「協働」、「自立」、「交流」、
「情報」の５つの「まちづくりキーワード」の根を通して吸収します。
　さらに、養分は、「町民が主役のまちづくり」、「安全で安心なまちづく
り」、「若者が定住しやすいまちづくり」、「自立と協働のまちづくり」の4つ
の「まちづくりの基本理念」のフィルターを通して濾過され、幹に送られ
ます。幹は、あくまでも「町民」です。さらに、幹は「サポート町民」に
よって支えられています。養分は、この幹をとおして枝葉に送られます。
　枝葉は、「明日につなぐ活力ある産業づくり」、「みんなで支える安心な
暮らしづくり」、「住みよい快適な環境づくり」、「ともに築く定住のまち
づくり」、「いきいきと未来に輝く人づくり」、「連帯のきずなが広がるし
くみづくり」の６つの「施策の大綱」です。
　枝葉は、まちづくりの行動原理となる「楽しみ」という太陽の光を受け、
町の将来像である「豊かで住みよい文化の町」に向かって、それぞれの施
策を展開しながら、あたかも「光合成」のように活力を生み出します。
　この活力こそがまちの元気であり、魅力です。そして、これらは、彩り
多い果実である「夢」と「笑顔」を生みだし、愛と楽しみのエネルギーを
受けながら、熟した果実は、また大地のエネルギーとして還元され、さら
に新たな循環が繰り返される様、それが生命体「彩生の樹」です。

第６次阿武町総合計画が完成第６次阿武町総合計画が完成第６次阿武町総合計画が完成
平成27年度から31年度の5年間平成27年度から31年度の5年間

まちづくりの指針まちづくりの指針
平成27年度から31年度の5年間

まちづくりの指針

町
議
会
3
月
定
例
会
で
議
決

　

平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で

の
5
年
間
の
、
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
「
第
6
次
阿
武

町
総
合
計
画
」
が
町
議
会
3
月
定

例
会
の
議
決
を
経
て
正
式
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
26
年
4
月
16
日
に
、
町
の
課

長
職
で
構
成
す
る
「
阿
武
町
住
み

よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
計
画
委
員

会
」
を
設
置
し
、
議
会
提
案
ま
で

に
事
務
レ
ベ
ル
の
検
討
を
行
い
、

さ
ら
に
、
6
つ
の
施
策
の
大
綱
ご

と
に
課
長
補
佐
を
座
長
と
す
る
庁

イメージ図　～まちづくりの基本理念と将来像～

内
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
組
織
し
て
詳
細
な
素
案
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
28
日
に
は
町
長
か

ら
の
諮
問
を
受
け
、
計
画
の
内
容

を
審
議
す
る
た
め
の
組
織
「
阿
武

町
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
計

画
審
議
会
」
（
委
員
20
人
）
が
設

置
さ
れ
、
3
回
の
慎
重
審
議
を
経

て
最
終
案
が
、
議
会
に
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　
　

結
果
も
反
映

　

ま
た
、
平
成
26
年
6
月
に
は
、

計
画
策
定
の
重
要
な
資
料
と
し

て
、
阿
武
町
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
中
学
生

以
上
の
全
町
民
、
中
・
高
校
生
、

さ
ら
に
町
外
に
住
む
広
報
あ
ぶ
の

購
読
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
は
計
画
の
内
容
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
の

理
念
の
下
、
絶
え
ず
町
民
と
の
対

話
の
場
を
増
や
し
、
町
民
の
意
見

が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

4
つ
の
基
本
理
念
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計画・施策の大綱

②
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

町
民
誰
も
が
、
経
済
的
に
も
、

社
会
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
安

全
で
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

③
若
者
が
定
住
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り

　

特
色
あ
る
若
者
定
住
対
策
、
子

育
て
支
援
対
策
、
雇
用
創
出
対
策

等
や
産
業
の
活
性
化
対
策
等
を
展

開
し
若
者
が
安
心
し
て
結
婚
し
、

子
育
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
定

住
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

④
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

自
ら
考
え
、
参
加
し
、
楽
し

み
、
行
う
自
立
の
精
神
を
も
っ
た

人
づ
く
り
を
進
め
る
と
同
時
に
、

自
治
会
活
動
を
活
発
化
し
、
住
民

と
自
治
会
、
自
治
会
と
行
政
と
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

　

「
豊
か
で
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　

文
化
の
町
」

人　

口　

3
3
0
0
人

世
帯
数　

1
6
0
0
世
帯

　
　
　

（
平
成
31
年
度
末
）

　

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
前
述
の
4
つ
の
基

本
理
念
に
基
づ
き
、
次
の
6
つ
の

施
策
の
大
綱
に
よ
っ
て
具
体
策
を

展
開
し
ま
す
。

①
明
日
に
つ
な
ぐ
活
力
あ
る
産
業

づ
く
り
（
産
業
）

②
み
ん
な
で
支
え
る
安
心
な
暮
ら

し
づ
く
り
（
健
康
福
祉
）

③
住
み
よ
い
快
適
な
環
境
づ
く
り

（
交
通
・
生
活
環
境
・
防
災
）

④
と
も
に
築
く
定
住
の
ま
ち
づ
く

り
（
定
住
促
進
）

⑤
い
き
い
き
と
未
来
に
輝
く
人
づ

く
り
（
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
）

⑥
連
帯
の
き
ず
な
が
広
が
る
し
く

み
づ
く
り
（
住
民
参
画
）

　

な
お
、
こ
の
計
画
の
概
要
は
、

広
報
と
同
時
に
各
戸
配
布
す
る
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
の
将
来
像

6
つ
の
施
策
大
綱

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
豊
か
で
住
み
よ
い
文
化
の
町
」

２　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

１　

町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

４　

自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

３　

若
者
が
定
住
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

１ 明日につなぐ活力
　 ある産業づくり

２ みんなで支える安
　 心な暮らしづくり

３ 住みよい快適な環
　 境づくり

４ ともに築く定住の
　 まちづくり

５ いきいきと未来に
　 輝く人づくり

６ 連帯のきずなが広
　 がるしくみづくり

農業の振興 
林業の振興 
水産業の振興 
工業の振興 
商業の振興
観光・ツーリズムの振興 
企業誘致の推進 
健康づくりの推進 
地域福祉の推進 
子育て支援対策の推進 
高齢者支援対策の推進  
障害者対策の推進  
地域医療の充実 
国民健康保険事業・
後期高齢者医療事業の充実 
介護保険事業の充実
消費者行政の充実 
交通体系の整備 
情報通信体系の整備 
上下水道の整備 
環境衛生（ごみ処理）対策の推進 
環境保全対策の推進 
消防・防災体制の整備 
交通安全対策の推進 
防犯対策の推進 
定住の促進 
住宅の整備 
学校教育の推進 
生涯学習の推進 
文化芸術の振興 
スポーツの振興 
人権教育の推進 
住民参画の推進 
地域活動の促進 
交流の促進 
男女共同参画の推進 
青少年活動の促進 

将来像 基本理念 施策の大綱 施策の項目
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昨
年
11
月
に
地
方
創
生
関
連
法

が
成
立
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
で
は
、
地
方
自
ら
が
地

域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
「
地
方
版

総
合
戦
略
の
策
定
」
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
こ
の
度

策
定
し
た
「
第
６
次
阿
武
町
総
合

計
画
」
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
違
っ

た
視
点
、
数
値
目
標
等
も
設
定
し

た
中
で
町
を
見
直
し
、
可
能
な
限

り
早
期
に
総
合
戦
略
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
27
年
度
に
取

り
組
む
、
主
要
施
策
の
概
要
を
申

し
上
げ
ま
す
。

▼
産
業
対
策
の
う
ち
農
業
で
は
、

県
営
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
福
賀
地
区
で
た
め
池
３
カ
所

の
改
修
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
農
業
の
担
い
手
不
足
の
解

消
の
た
め
、
新
た
に
農
業
支
援
員

を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
農
事
組

合
法
人
で
の
研
修
者
受
け
入
れ
に

つ
い
て
も
、
町
単
独
事
業
と
し
て

支
援
し
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
森
林
経
営
計
画
に

基
づ
く
諸
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
宇
田
郷
漁
港
の

２
地
区
の
泊
地
の
浚
渫
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
町
の
特
産
づ
く
り

に
つ
な
が
る
キ
ジ
ハ
タ
の
幼
稚
仔

保
護
育
成
魚
礁
の
設
置
に
も
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
対
策
で
は
、
町
独
自
の

起
業
化
支
援
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
電
話
勧

誘
か
ら
の
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話
録
音

装
置
の
貸
与
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

道
の
駅
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
を
可
能
に
す
る
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
を
直
売
所
等
に
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
が
実
施
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
事

業
を
支
援
し
ま
す
。

▼
暮
ら
し
の
対
策
で
は
、
指
定
管

理
委
託
し
て
い
る
清
ヶ
浜
清
光
苑

の
空
調
設
備
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

全
面
的
な
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
10
月
18
日
の
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク　

お
い
で
ま
せ
！

山
口
２
０
１
５
」
で
は
、
本
町
で

「
俳
句
交
流
大
会
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
、
少
子

化
対
策
と
し
て
、
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
化
す
る

と
と
も
に
、
多
子
世
帯
の
保
育
料

の
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
、
第
３
子

以
降
の
子
ど
も
の
保
育
料
を
全
額

ま
た
は
半
額
に
軽
減
し
、
各
種
が

ん
検
診
お
よ
び
健
康
づ
く
り
事
業

も
総
合
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
み
ど
り
保
育
園
内
の

「
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
み
ど
り
」
機
能

拡
充
の
た
め
の
増
改
築
お
よ
び
、

乳
幼
児
室
等
の
改
修
を
実
施
し
ま

す
。

▼
生
活
環
境
対
策
で
は
、
町
道
東

方
筒
尾
線
の
平
成
29
年
度
完
成
に

向
け
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、

阿
武
小
学
校
前
か
ら
柳
橋
に
通
じ

る
町
道
畠
田
柳
尾
線
は
、
測
量
等

の
準
備
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

可
燃
ゴ
ミ
の
処
理
は
、
供
用
開

始
さ
れ
た
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事

務
組
合
の
清
掃
工
場
業
務
の
事
務

委
託
も
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
太

陽
光
発
電
設
備
等
の
整
備
を
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行
事

業
は
利
便
性
の
向
上
と
一
層
の
利

用
促
進
を
図
り
、
消
防
関
係
で
は

可
搬
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
更
新
や

消
火
栓
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
消
防
団
協
力
隊
員
に
対
す
る

貸
与
装
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
定
住
促
進
対
策
で
は
、
奈
古
地

区
岡
田
橋
に
単
身
者
用
を
含
む
公

営
住
宅
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
分
譲
宅
地
と
し
て
柳
橋
分

譲
宅
地
の
造
成
を
進
め
ま
す
。

　

住
宅
取
得
補
助
や
空
き
家
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
金
等
を
加
え
て
拡
充

し
た
定
住
奨
励
金
交
付
事
業
や
空

き
家
バ
ン
ク
事
業
等
を
今
後
も
積

極
的
に
進
め
、
人
口
の
定
住
を
図

る
と
と
も
に
、
阿
武
町
出
身
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
さ
ら
に
進

め
ま
す
。
特
に
町
人
会
は
今
年

度
、
関
西
圏
域
で
の
組
織
化
を
目

指
し
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、

県
内
の
他
町
と
連
携
し
、
高
校
生

を
対
象
と
し
た
２
週
間
程
度
の
海

外
語
学
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
」
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
策
定

の
た
め
、
外
部
専
門
家
お
よ
び
庁

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

り
、
地
域
資
源
の
再
点
検
、
掘
り

起
こ
し
を
行
い
、
地
域
課
題
解
決

の
た
め
の
道
標
と
な
る
べ
き
計
画

づ
く
り
と
、
具
体
的
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
の
観
点
か

ら
、
町
内
へ
の
進
出
企
業
に
対
す

る
工
場
用
地
の
整
備
を
行
い
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
速
度
の
超

高
速
化
を
、
対
象
事
業
者
に
対
す

る
補
助
と
い
う
形
で
行
い
ま
す
。

▼
社
会
教
育
・
学
校
教
育
の
推
進

対
策
で
は
、
町
内
各
小
中
学
校
の

図
書
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
図
書
館
支
援
員
を
配
置
し
、

児
童
生
徒
の
読
書
活
動
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
「
阿
武
町
の

歴
史
秘
話
発
見
講
座
」
を
新
テ
ー

マ
で
開
設
す
る
と
と
も
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
国
体
選
手
級
の
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
聘
し
、
ス
ポ

ー
ツ
教
室
等
も
開
催
し
ま
す
。

▼
住
民
参
画
対
策
は
、
各
自
治
会

へ
の
サ
ポ
ー
ト
・
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
団
と

自
治
会
の
合
同
消
火
訓
練
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
消
防

団
協
力
隊
の
組
織
の
育
成
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
「
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
」
は
引
き
続
き
町
内
３
地
区

で
実
施
し
、
「
出
前
ト
ー
ク
、
町

政
出
前
講
座
」
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
、
各
種
施

策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
執
行
し
、

不
断
の
行
政
改
革
を
断
行
し
な
が

ら
町
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中村秀明町長

平成27年度
町長の施策方針

定住促進、雇用創出、産業振興、
観光および道の駅の振興が課題

阿武町発展のため、
地方版総合戦略策定に着手
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平成２7年度当初予算が成立平成２7年度当初予算が成立平成２7年度当初予算が成立平成２7年度当初予算が成立
一般会計　２９億９００万円一般会計　２９億９００万円
特別会計　１６億７２７１万７０００円特別会計　１６億７２７１万７０００円
総　　額　４５億８１７１万７０００円総　　額　４５億８１７１万７０００円

平成２７年度当初予算が成立
一般会計　２９億９００万円
特別会計　１６億７２７１万７０００円
総　　額　４５億８１７１万７０００円

第１回議会定例会
３月4日～20日

　

農
業
関
係
で
は
、
付
加
価
値
の

高
い
農
産
品
の
生
産
基
盤
の
確
保

を
図
る
た
め
、
県
営
地
下
か
ん
が

い
シ
ス
テ
ム
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
た
め
池
の
崩
壊
等
に
よ

る
災
害
の
防
止
と
農
業
用
水
の
安

定
的
確
保
の
た
め
、
福
賀
地
区
の

た
め
池
６
カ
所
の
内
、
３
カ
所
で

改
修
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
慢
性
的
な
地
域
農
業

の
担
い
手
不
足
の
解
消
の
た
め
、

新
た
に
、
農
業
に
従
事
し
な
が
ら

農
業
研
修
を
行
う
農
業
支
援
員
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
生
産
性
が

高
く
安
全
安
心
な
産
地
形
成
を
支

援
す
る
た
め
、
機
械
等
の
導
入
費

に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
イ

ノ
シ
シ
、
サ
ル
等
の
有
害
鳥
獣
の

被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
捕
獲
頭

数
の
増
頭
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

◎
県
営
農
村
災
害
対
策
整
備
事
業

　

（
９
０
０
万
円
）

◎
需
要
対
応
型
産
地
育
成
事
業

　

（
９
１
１
万
６
０
０
０
円
）

◎
農
業
支
援
員
設
置
事
業

　

（
６
７
５
万
６
０
０
０
円
）

　

林
業
関
係
で
は
、
森
林
経
営
計

画
に
基
づ
く
諸
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
町
有
林
に
つ
い
て

は
、
森
林
の
保
全
と
良
質
優
良
材

の
生
産
に
向
け
保
育
事
業
を
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。

◎
町
有
林
造
林
事
業

　

（
１
４
８
５
万
８
０
０
０
円
）

　

水
産
業
関
係
で
は
、
漁
船
の
航

行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
宇
田
郷

漁
港
の
２
地
区
の
泊
地
の
浚
渫
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
間
伐
材
を
活
用

し
た
魚
礁
の
設
置
や
、
キ
ジ
ハ
タ

の
幼
稚
仔
保
護
育
成
魚
礁
の
設
置

に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
漁
協
が
実
施
す
る
ア

ワ
ビ
等
の
種
苗
生
産
、
稚
貝
の
購

入
、
さ
ら
に
は
、
キ
ジ
ハ
タ
種
苗

の
購
入
費
に
対
す
る
補
助
も
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

◎
漁
港
単
独
改
良
事
業

　

（
１
８
６
０
万
円
）

◎
単
県
農
山
漁
村
魚
礁
整
備
事
業

　

（
７
３
２
万
２
０
０
０
円
）

　

商
工
業
対
策
で
は
、
起
業
時
に

お
け
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

起
業
化
支
援
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
等
の
悪
質
電
話
勧

誘
か
ら
の
被
害
防
止
対
策
と
し

て
、
新
た
に
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付

き
通
話
録
音
装
置
の
貸
与
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

  

道
の
駅
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
可
能
に
す
る
Ｗ

ｉ‒

Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
環
境

を
直
売
所
等
に
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
の
た
め
の
交
付
金
を
活
用

し
、
商
工
会
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
事
業
を

支
援
し
ま
す
。

◎
道
の
駅
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
整
備

　

事
業
（
２
０
０
万
円
）

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支

　

援
事
業（
９
７
１
万
６
０
０
０
円
）

　

暮
ら
し
の
対
策
で
は
、
清
ヶ
浜

清
光
苑
が
供
用
開
始
後
17
年
目
を

迎
え
て
お
り
、
特
に
空
調
設
備
が

　

今
年
度
の
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
29
億
９
０
０
万

円
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り
１
億
５
６
０
０
万
円
、
率
に
し
て
5.7
％

の
増
額
で
、
各
種
定
住
対
策
事
業
や
子
育
て
支
援
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
む
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
７
つ
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
予

算
総
額
も
45
億
８
１
７
１
万
７
０
０
０
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比

１
億
３
７
８
２
万
９
０
０
０
円
、
率
に
し
て
3.1
％
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
は
、
引
き
続
き
歳
出
の
抑
制
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
「
阿
武
町
総
合
計
画
」
と
の
整
合
性
と
行
財
政
改
革
を

進
め
つ
つ
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
27
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、「
阿
武
町
総

合
計
画
」
の
６
つ
の
柱
に
そ
っ
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
※

◎
事
業
名　
　

※

（　

）内
の
金
額
は
今
年
度
予
算
額

平成27年度　主要施策の概要

　平成27年度予算などを審議する平成27年第１回阿武町議会定例会が、３月４日～20日までの
会期17日間で開かれ、提出議案36件、発議１件、同意１件、全員協議会での報告１件が、いずれ
も慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。
　定例会冒頭での中村町長の施策方針、新年度予算や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。

　平成27年度予算などを審議する平成27年第１回阿武町議会定例会が、３月４日～20日までの
会期17日間で開かれ、提出議案36件、発議１件、同意１件、全員協議会での報告１件が、いずれ
も慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。
　定例会冒頭での中村町長の施策方針、新年度予算や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。

伊豆中ため池

宇田郷漁港

１
明
日
に
つ
な
ぐ
活

　

力
あ
る
産
業
づ
く
り

２
み
ん
な
で
支
え
る
安

　

心
な
暮
ら
し
づ
く
り

よ
う　

ち　
　

し



平成27年度会計別予算状況平成27年度一般会計歳入歳出予算状況
予算総額29億900万円

伸長率

5.7%

△1.1%

3.2%

4.5%

△5.4%

△8.4%

32.7%

1.8%

20.4%

3.1%

金　額

156,000

△ 18,171

22,123

2,614

△ 4,587

△ 60,100

15,117

1,403

5,259

137,829

構成比

63.5%

36.5%

15.4%

1.3%

1.8%

14.3%

1.3%

1.7%

0.7%

100.0%

当初予算額

前年度との比較平成27年度
区　　分

2,909,000

1,672,717

706,041

60,527

80,513

654,200

61,360

78,990

31,086

4,581,717

一般会計

特別会計

合　　計

国保
（事業勘定）
国保

（直診勘定）

後期高齢

介護保険

簡易水道

農業集落

漁業集落

歳出

歳入

議会費 1.6%
総務費18.0%

衛生費 7.4%

民生費
24.2%

労働費 0.1%

商工費 1.8%

土木費
　14.6%

消防費 5.3%
教育費 5.8%
公債費  8.9%
諸支出金  0.7%

予備費 0.3%

町税 9.5%町債 9.2% 地方譲与税
1.1%
地方消費税
交付金 0.9%
自動車取得税
交付金 0.2%

地方交付税 
51.5%

分担金及び負担金  1.0%
使用料及び
手数料 1.9%

国庫支出金
8.6%

繰入金 3.6%
繰越金 3.4%
諸収入 0.7%

財産収入 0.8%
県支出金 
7.6%

単位：千円

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
の

全
面
的
な
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

の
医
療
費
を
無
料
化
す
る
と
と
も

に
、
多
子
世
帯
の
保
育
料
も
年
齢

制
限
を
撤
廃
し
、
第
３
子
以
降
の

子
ど
も
の
保
育
料
を
階
層
に
応
じ

て
全
額
ま
た
は
半
額
に
軽
減
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
み
ど
り
保
育
園
内
に

設
置
し
て
い
る
「
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス

み
ど
り
」
の
機
能
拡
充
の
た
め
の

増
改
築
や
、
未
満
児
の
増
加
に
伴

う
乳
幼
児
室
等
の
改
修
を
行
う
と

と
も
に
、
福
賀
分
園
の
屋
外
遊
具

の
取
り
替
え
や
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
一
角
に
児
童
用
屋
外

遊
具
を
設
置
し
ま
す
。

◎
清
ヶ
浜
清
光
苑
空
調
設
備
等
改

　

修
事
業

　

（
５
１
８
０
万
８
０
０
０
円
）

◎
全
国
健
康
福
祉
祭
俳
句
交
流
大

　

会
開
催
経
費

　

（
２
６
０
万
４
０
０
０
円
）

◎
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

（
４
０
０
万
円)

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
増
改
築

　

事
業
（
１
４
３
０
万
円
）

　

生
活
環
境
対
策
で
は
、
町
道
長

浜
西
ヶ
畑
線
は
平
成
27
年
度
、
町

道
東
方
筒
尾
線
は
平
成
29
年
度
の

完
成
に
向
け
工
事
を
進
め
る
と
と

も
に
、
阿
武
小
学
校
前
か
ら
柳
橋

に
通
じ
る
町
道
畠
田
柳
尾
線
は
平

成
28
年
度
完
成
に
向
け
、
道
路
改

良
に
係
る
測
量
等
の
準
備
作
業
に

着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
拠
点
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
に
よ
る
太
陽

光
発
電
設
備
等
の
整
備
を
、
今
年

度
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
可
搬
ポ
ン
プ
付
積
載
車

の
更
新
や
消
火
栓
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
自
治
会
か
ら
推
薦

を
受
け
た
消
防
団
協
力
隊
員
に
対

す
る
貸
与
装
備
品
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
上
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
管

路
図
面
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

◎
町
道
長
浜
西
ヶ
畑
線
道
路
改
良

　

事
業
（
９
６
０
０
万
円
）

◎
町
道
東
方
筒
尾
線
道
路
改
良
事

　

業
（
７
５
３
０
万
円
）

◎
萩
・
長
門
清
掃
工
場
事
業
事
務

　

委
託
事
業
（
２
５
６
３
万
円
）

◎
消
防
団
協
力
隊
活
動
支
援
事
業

（
５
１
９
万
円
）

　

定
住
促
進
対
策
で
は
、
奈
古
地

区
岡
田
橋
に
独
身
者
用
を
含
む
公

営
住
宅
の
増
設
を
行
う
と
と
も

に
、
新
た
な
分
譲
宅
地
と
し
て
柳

橋
分
譲
宅
地
の
造
成
を
行
い
ま
す
。

　

住
宅
取
得
補
助
や
空
き
家
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
金
等
を
加
え
て
拡
充

し
た
定
住
奨
励
金
交
付
事
業
、
さ

ら
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
積
極
的
に
進

め
、
新
規
就
農
者
等
を
含
む
都
市

部
等
か
ら
の
移
住
を
促
進
し
人
口

の
定
住
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
圏
で
の
定
住
フ
ェ

ア
等
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
阿
武
町
出
身
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
企
業
誘

町道畠田柳尾線

ほっとハウスみどり

農林水産業費 11.3%

３
住
み
よ
い
快
適
な

　

環
境
づ
く
り

４
と
も
に
築
く
定
住
の

　

ま
ち
づ
く
り

6
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致
の
足
が
か
り
づ
く
り
に
も
努
め
、

中
で
も
町
人
会
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
は
関
西
圏
域
で
の
組
織
化
を

目
指
し
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
、
県
内
の
他
町
及
び
山
口
大
学

と
連
携
し
、
高
校
生
を
対
象
と
し

た
２
週
間
程
度
の
海
外
語
学
研
修

を
実
施
し
ま
す
。

　

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
版
総
合

戦
略
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
に
向
け
、
外
部
専
門
家
及
び

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

り
、
地
域
資
源
の
再
点
検
、
掘
り

起
こ
し
を
行
い
、
阿
武
町
の
発
展

と
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
道
標

と
な
る
べ
き
計
画
づ
く
り
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
具
体
的
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
と
と
も
に
企
業
立
地
の
基
本

的
基
盤
と
な
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
通
信
速
度
の
超
高
速
化
に
つ

い
て
は
、
対
象
事
業
者
に
対
し
補

助
を
行
い
事
業
を
進
め
ま
す
。

◎
町
営
住
宅
建
設
事
業

　
（
１
億
７
０
２
万
３
０
０
０
円
）

◎
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

　

業（
５
３
４
２
万
３
０
０
０
円
）

◎
企
業
誘
致
推
進
事
業

　
（
２
５
０
０
万
円
）

　

社
会
教
育
・
学
校
教
育
の
推
進

対
策
で
は
、
町
内
各
小
中
学
校
の

図
書
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
図
書
館
支
援
員
を
配
置
し
、

児
童
生
徒
の
読
書
活
動
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
に
夢
を
与
え

る
と
同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
技
術
の
向

上
を
図
る
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
国
体
級
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

を
招
聘
し
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
内
社
会
教
育
・
保
健

体
育
施
設
の
維
持
管
理
と
利
便
性

の
向
上
の
た
め
、
必
要
な
改
修
事

業
等
を
実
施
し
ま
す
。

◎
学
校
図
書
館
図
書
整
備
事
業

　

（
２
１
７
万
５
０
０
０
円
）

◎
社
会
教
育
施
設
等
整
備
事
業

　

（
２
２
５
１
万
６
０
０
０
円
）

　

住
民
参
画
対
策
で
は
、
各
自
治

会
が
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
よ

う
、
組
織
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
の
場
を
設
置
す
る

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
・
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
の
自
主
防
災
組

織
と
し
て
の
取
組
は
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
す
。
こ

の
た
め
、
消
防
団
と
自
治
会
の
合

同
消
火
訓
練
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、
一
般
町
民
で
組
織

す
る
消
防
団
協
力
隊
に
つ
い
て
は

組
織
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
自
治
会
へ
の
各
種
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
内
容
等
の
再
検

討
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

◎
自
治
会
総
合
交
付
金
交
付
事
業

　

（
９
７
５
万
１
０
０
０
円
）

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
４
項
目
に
つ

岡田橋公営住宅予定地

スポーツ教室

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
中
野
祥
太
郎
議
員

○
地
方
創
生
の
対
策
に
つ
い
て

○
清
ヶ
浜
の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
再

　

整
備
に
つ
い
て

☆
白
松
博
之
議
員

○
阿
武
火
山
群
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認

　

定
に
つ
い
て

○
阿
武
町
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

※

な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
9
・
10
）
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

み
ど
り
保
育
園
外
国
青
年
招
致

事
業
ほ
か
１
事
業
を
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
追
加
す
る
た
め

の
計
画
の
一
部
変
更
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

「
第
６
次
阿
武
町
総
合
計
画
」

が
、
町
の
施
策
の
方
向
付
け
を
す

る
重
要
な
計
画
で
あ
る
た
め
、
議

会
の
議
決
案
件
と
し
て
議
会
の
議

決
を
要
す
る
事
件
に
こ
れ
を
追
加

す
る
た
め
の
関
係
条
例
の
一
部
改

正
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◆
第
６
次
阿
武
町
総
合
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

　

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
計

画
審
議
会
等
で
の
意
見
を
ふ
ま

え
、
第
６
次
阿
武
町
総
合
計
画
を

策
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を

一
本
化
し
、
教
育
長
を
特
別
職
と

す
る
等
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
伴
う
関
係
条
例
の
一
括
改
正

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◆
町
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
26
年
の
人
事
院
勧
告
に
伴

い
、
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給

月
数
の
振
り
分
け
が
変
更
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◆
阿
武
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
議
員
の
期

末
手
当
の
支
給
月
数
振
り
分
け
の

変
更
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正

一
般
質
問

５
い
き
い
き
と
未
来
に

　

輝
く
人
づ
く
り

６
連
帯
の
き
ず
な
が
広

　

が
る
し
く
み
づ
く
り
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で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◆
阿
武
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

一
般
職
の
職
員
に
適
用
す
る
給

料
表
を
よ
り
地
域
の
実
態
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
国
の
人
事
院
勧
告

か
ら
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ

る
給
料
表
に
切
り
替
え
る
と
と
も

に
、
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
の
６

月
と
12
月
へ
の
振
り
替
え
変
更
、

ま
た
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
等
級
別
基
準
職
務
表
の

条
例
へ
の
明
示
等
に
伴
う
改
正
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
う

保
育
所
の
入
所
基
準
の
改
正
等
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
員
及
び
運
営
等
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　

国
か
ら
の
権
限
委
譲
に
伴
い
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員

や
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
条
例

で
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、

こ
れ
に
係
る
条
例
の
制
定
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例

　

国
か
ら
の
権
限
委
譲
に
伴
い
、

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
、
さ
ら
に
、
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
条
例
で

定
め
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
こ

れ
に
係
る
条
例
の
制
定
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
阿
武
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

法
改
正
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
名
等

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例

の
一
部
改
正
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

今
年
３
月
31
日
で
満
了
す
る
阿

武
町
高
齢
者
福
祉
施
設
清
ヶ
浜
清

光
苑
ほ
か
３
つ
の
指
定
管
理
施
設

に
つ
い
て
、
協
定
期
間
を
５
年
間

延
長
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

３
年
に
１
度
の
介
護
保
険
料
の

見
直
し
及
び
法
改
正
に
伴
う
地
域

支
援
事
業
の
猶
予
規
定
に
係
る
改

正
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◆
阿
武
町
西
台
放
牧
場
管
理
条
例

　

福
賀
西
台
に
整
備
し
た
町
営
の

放
牧
場
の
４
月
か
ら
の
運
用
に
伴

い
、
そ
の
管
理
方
法
等
を
定
め
る

条
例
の
新
規
制
定
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

主
要
地
方
道
益
田
阿
武
線
の
一

部
供
用
開
始
に
伴
う
旧
道
部
分
の

町
道
と
し
て
の
路
線
認
定
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
道
路
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

前
号
の
路
線
を
阿
武
町
道
路
条

例
に
追
加
す
る
た
め
の
条
例
の
一

部
改
正
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
消
防
団
員
の
定
数
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
の
年
報
酬
額
を
地
方

交
付
税
措
置
額
に
合
わ
せ
引
き
上

げ
る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◆
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
及
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
う
ち
、
非

常
勤
公
務
災
害
補
償
事
務
ほ
か
１

事
務
を
共
同
処
理
す
る
団
体
に
柳

井
市
を
追
加
す
る
も
の
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
と
萩
市
の
間
に
お
け
る

事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

萩
市
に
事
務
委
託
し
て
い
る
斎

場
業
務
、
萩
清
掃
工
場
業
務
、
消

防
・
救
急
業
務
の
契
約
期
間
が
今

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す
る

の
で
、
萩
清
掃
工
場
業
務
を
除

き
、
引
き
続
き
５
年
間
延
長
す
る

た
め
の
規
約
の
変
更
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
監
査
委
員
（
識
見
を
有

す
る
者
）
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

永
柴
義
廣
委
員
の
任
期
が
、
今

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す
る

た
め
の
後
任
委
員
の
選
任
で
、
同

委
員
の
再
任
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の
10

件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
工
事
名
（
請
負
金
額
・

請
負
業
者
名
）

◆
道
の
駅
阿
武
町
発
祥
交
流
館
食

材
加
工
施
設
整
備
工
事
（
５
７

９
万
９
６
０
０
円
・
小
野
建
装
）

◆
阿
武
町
公
営
住
宅
（
岡
田
橋
団

地
）Ｂ
棟
新
築
工
事（
４
８
４
９

万
２
０
０
０
円
・
萩
土
建
㈱
）

◆
阿
武
町
公
営
住
宅
（
岡
田
橋
団

地)

屋
外
整
備
工
事
（
８
２
０

万
８
０
０
０
円
・
萩
土
建
㈱
）

◆
単
県
農
山
漁
村
整
備
事
業
間
伐

材
魚
礁
沈
設
工
事（
３
３
１
万
５

６
０
０
円
・
太
陽
技
建
工
業
㈱
）

◆
町
道
上
郷
線
測
量
設
計
業
務

（
４
３
２
万
円
・
㈲
阿
武
測
量

設
計
）

◆（
平
成
25
年
度
繰
越
）町
道
柳
尾

汐
入
線
道
路
改
良
工
事
（
第
２

工
区
）（
１
２
２
５
万
８
０
０
０

円
・
小
田
建
設
㈱
）

◆
奈
古
漁
港
木
与
地
区
泊
地
浚
渫

工
事
（
９
６
４
万
４
４
０
０

円
・
太
陽
技
建
工
業
㈱
）

◆
25
災
補
災
河
第
２
９
４
号 

樅

の
木
川
河
川
災
害
復
旧
工
事

（
１
０
６
３
万
８
０
０
０
円
・

小
田
建
設
㈱
）

◆
25
災
補
災
河
第
５
２
１
号 

馬

取
川（
３
）河
川
災
害
復
旧
工
事

（
１
４
２
５
万
６
０
０
０
円
・

㈲
吉
岡
土
建
）

◆
25
災
補
災
河
第
５
８
８
号 

宇

佐
川
河
川
災
害
復
旧
工
事
（
３

６
７
万
２
０
０
０
円
・
阿
武
建

設
㈱
）

◆
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

阿
武
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

10
件
の
契
約
締
結
の
報
告
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問　

萩
市
は
世
界
遺
産
登
録

に
続
き
、
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
を
積
極
的
に
進
め
て
お

り
、
既
に
昨
年
の
９
月
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
準
会
員
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
市
民
へ
の
周
知
徹

底
を
図
る
た
め
に
、
萩
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
製
作
し
、
来
年
３
月
に

予
定
を
さ
れ
て
い
る
審
査
の

た
め
の
書
類
提
出
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
気
が
か
り
な
の

は
、
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
、

「
龍
の
通
っ
た
道
」
の
元
と

な
る
イ
ラ
オ
火
山
の
こ
と
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の

は
、
阿
武
町
が
正
式
に
萩
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
に
参
加
し
て

い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

認
定
に
当
た
っ
て

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
住
民
が
、
い
か
に
地

域
を
巻
き
込
む
活
動
が
で
き

る
か
、
ま
た
、
そ
の
継
続
性

問　

大
河
ド
ラ
マ
の
影
響

で
、
阿
武
町
に
は
現
在
ど
の

く
ら
い
の
来
訪
者
が
あ
る
の

か
。

　

平
成
30
年
の
明
治
維
新
１

５
０
年
に
向
け
て
、
今
後
の

観
光
振
興
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

魅
力
発
信
の
た
め
の
第
一

歩
と
し
て
、
説
明
を
含
め
た

問　

鳴
き
砂
の
完
全
復
活
と

清
ヶ
浜
全
体
の
原
型
維
持
の

た
め
に
、
清
ヶ
浜
の
テ
ト
ラ

ポ
ッ
ト
を
再
整
備
で
き
な
い

か
。

町
長　

遠
根
川
河
口
付
近
の

浜
土
地
の
浸
食
が
近
年
激
し

く
な
り
、
砂
浜
が
浸
食
さ

れ
、
局
部
的
に
砂
浜
が
無
く

な
り
つ
つ
あ
る
状
況
は
、
十

分
認
識
を
し
て
い
る
。

　

現
在
あ
る
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト

を
含
め
た
、
清
ヶ
浜
の
全
体

的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
ハ
ー
ド
ル
は
か
な

り
高
い
も
の
が
あ
る
が
、

国
、
県
と
も
対
策
の
協
議
を

進
め
た
い
。

問　

雇
用
創
出
の
た
め
の
産

業
振
興
策
や
出
産
・
子
育
て

支
援
と
い
っ
た
具
体
的
な
施

策
と
、
移
住
者
数
や
新
規
就

業
者
数
な
ど
の
数
値
目
標
を

定
め
た
、
地
方
版
総
合
戦
略

の
作
成
を
国
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
策
定
の
方
向
性

と
達
成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

町
は
、
今
ま
で
各
種

の
計
画
策
定
に
お
い
て
は
、

金
太
郎
飴
的
計
画
を
避
け
る

た
め
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

を
活
用
せ
ず
に
、
職
員
を
中

心
に
し
て
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
新
た
な
産
業
や
物
の

流
れ
、
人
の
流
れ
を
興
し
、

雇
用
の
場
の
創
出
、
あ
る
い

は
若
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

地
域
づ
く
り
等
を
考
え
て
い

く
に
は
、
職
員
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
の
で
、
計
画
の
素

案
作
成
の
段
階
で
、
外
部
専

門
家
の
力
を
借
り
て
策
定
す

る
。

　

計
画
に
お
い
て
は
、
阿
武

町
に
お
け
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
盛

一
般
質
問  

第
1
回
定
例
会  

3
月
11
日

Q　

清
ヶ
浜
の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　

再
整
備
に
つ
い
て

Q　

阿
武
火
山
群
の

　
　
　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
つ
い
て

Q　

阿
武
町
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

Ａ　

町
の
地
域
創
生
総
合
戦
略

　
　
　

づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
す
る

Ａ　

国
、
県
と
対
策
の

　
　
　
　
　
　
　

協
議
を
進
め
た
い

中野祥太郎  議員

町
長

町
長

問

問

白松博之  議員

問

問

Ａ　

阿
武
町
の
関
わ
り
方
を
、

　
　
　
　

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

Ａ　

観
光
振
興
等
も
交
え
た
新
た
な

　
　
　
　
　

総
合
戦
略
を
策
定
す
る

り
込
む
政
策
分
野
ご
と
に
、

第
６
次
阿
武
町
総
合
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
、
国
、
県

の
計
画
や
各
種
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
５
年
後
の
数
値
目

標
等
を
明
確
に
設
定
す
る
。

さ
ら
に
計
画
を
達
成
す
る
た

め
に
、
進
捗
状
況
の
検
証
を

す
る
、
重
要
業
績
評
価
指
標

も
平
行
し
て
設
定
す
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
日

の
阿
武
町
の
地
域
創
生
総
合

戦
略
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注

す
る
。

が
大
き
く
問
わ
れ
る
。

　

萩
市
は
４
月
に
萩
市
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
推
進
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
メ
ン
バ
ー
と
し

て
阿
武
町
に
も
参
加
し
て
も

ら
う
予
定
と
の
こ
と
。

　

イ
ラ
オ
山
、
宇
田
島
な
ど

は
学
術
的
価
値
が
高
い
と
の

こ
と
で
、
文
化
財
、
自
然
遺

産
な
ど
の
要
素
が
強
く
、
ま

た
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、

ふ
る
さ
と
教
育
の
生
き
た
教

材
と
し
て
役
立
つ
も
の
と
考

え
る
。
認
定
の
み
さ
れ
れ
ば

終
わ
り
で
は
な
く
、
地
域
を

巻
き
込
ん
だ
活
性
化
に
繋
げ

る
た
め
の
観
光
資
源
、
ま
ち

づ
く
り
の
資
源
と
し
て
、
発

展
的
に
ど
の
よ
う
に
活
か
す

か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
総
合
政
策
を
担
当
す
る

総
務
課
、
観
光
を
担
う
経
済

課
も
、
当
然
関
わ
る
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
考
え
る
。

浸食の進む清ヶ浜

イラオ山

Q　

地
方
創
生
の
対
策
に
つ
い
て

教
育
長
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長嶺吉家  議員

阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

問　

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
化
事
業
補
助
金
の
内
容

は
。

答　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
速

度
を
高
速
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
企
業
誘
致
や
ネ
ッ
ト
販

売
な
ど
利
便
性
の
向
上
を
図

る
。
過
疎
計
画
に
載
せ
る
補

助
金
は
、
１
０
０
メ
ガ
以
上

の
高
速
対
応
機
種
に
更
新
す

る
設
備
投
資
の
事
業
費
補
助

金
で
あ
る
。

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

問　

教
育
委
員
長
と
教
育
長

の
関
係
に
つ
い
て
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

条
例
改
正
は
す
る
が
、

経
過
措
置
と
し
て
適
用
は
28

年
10
月
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ

ま
で
に
制
度
改
正
の
こ
と
、

教
育
委
員
が
１
人
増
え
る
こ

と
な
ど
を
周
知
す
る
。

阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

県
内
に
お
け
る
阿
武
町

の
介
護
保
険
料
の
状
況
は
。

答　

阿
武
町
の
介
護
保
険
料

は
、
第
１
期
か
ら
第
４
期
ま

で
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

推
移
し
た
が
、
第
５
期
か
ら

全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。
第

５
期
は
19
市
町
中
、
高
い
方

か
ら
６
番
目
で
、第
６
期（
平

成
27
〜
29
年
度
）
は
、
高
い

方
か
ら
８
番
目
に
な
る
。

阿
武
町
西
台
放
牧
場
管
理

条
例

問　

利
用
料
日
額
３
５
０
円

の
料
金
設
定
の
根
拠
は
。

答　

放
牧
場
の
計
画
に
つ
い

て
国
の
審
査
の
中
で
利
用
料

を
設
定
し
た
。
計
画
で
は
45

頭
で
あ
る
が
、
今
後
の
予
定

と
し
て
は
、
牧
草
の
関
係
な

ど
か
ら
30
頭
程
度
の
放
牧
に

な
る
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
関
係

問　

阿
武
町
地
方
創
生
推
進

協
議
会
の
委
員
構
成
は
。

答　

構
成
委
員
と
し
て
は
、

産
業
・
経
済
界
、
学
校
関

係
、
金
融
機
関
、
労
働
団

体
、
行
政
機
関
な
ど
か
ら
20

人
程
度
を
考
え
て
い
る
。

問　

未
来
を
担
う
人
材
育
成

事
業
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

阿
武
町
の
将
来
を
担
う

人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、

他
町
と
共
同
で
高
校
生
を
対

象
に
２
週
間
程
度
、
海
外
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
）
に
参
加
さ
せ
、
語
学
研

修
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
を
行

う
。
阿
武
町
か
ら
５
人
の
参

加
を
予
定
し
て
お
り
、
経
費

の
４
分
の
３
を
補
助
す
る
。

問　

地
方
版
総
合
戦
略
策
定

支
援
業
務
委
託
料
の
内
容

は
。

答　

外
部
専
門
家
に
委
託

し
、
人
づ
く
り
を
中
心
に
若

い
人
、
新
し
い
人
材
を
掘
り

起
こ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
手
法
で
地

域
の
総
合
戦
略
を
立
て
て
い

く
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
（
割
増
）

付
商
品
券
発
行
の
取
り
扱
い

の
仕
組
み
、
店
舗
の
範
囲

は
。

答　

商
工
会
が
商
品
券
（
１

２
０
０
０
円
分
）
を
発
行

し
、
こ
の
う
ち
町
が
プ
レ
ミ

ア
ム
２
０
０
０
円
分
を
補
助

す
る
。
店
舗
は
、
商
工
会
会

員
な
ど
40
店
舗
で
あ
る
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予

算
関
係

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
所
の
移
転
に
つ
い

て
。 

答　

Ｊ
Ｒ
奈
古
駅
を
増
築
し

問答

答 問

問答問問 答答 問答

問答問答 問答

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

3
月
13
日
開
催

案
内
板
等
の
設
置
を
提
案
す

る
。

町
長　

平
成
27
年
度
か
ら
５

カ
年
間
の
、
町
の
第
６
次
阿

武
町
総
合
計
画
に
お
い
て

も
、
町
の
観
光
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
、
効
果
的
な
観
光
案
内

板
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
観
光
資
源
の

高
質
化
の
必
要
性
な
ど
か

ら
、
道
の
駅
を
拠
点
と
す
る

観
光
振
興
な
ど
、
山
口
観
光

町
長

て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
移
転
し
、
券
売
所
と
事
務

所
の
複
合
的
使
用
を
考
え
て

い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
に

対
す
る
お
礼
の
品
は
。

答　

道
の
駅
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
が
受
け
皿
と
な
っ
て

阿
武
町
ら
し
い
商
品
を
開
発

中
で
あ
る
。

問　

緊
急
通
報
体
制
等
整
備

事
業
の
対
象
者
と
方
法
は
。

答　

ひ
と
り
暮
ら
し
、
体
の

不
自
由
な
方
を
対
象
に
現

在
、
14
台
設
置
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
回
線
を
使
っ

て
通
報
が
入
り
、
１
人
に
つ

き
３
人
に
連
絡
が
い
き
、
最

終
的
に
は
役
場
に
連
絡
が
入

る
シ
ス
テ
ム
。
ま
た
、
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
民
生
委

員
等
で
対
応
し
て
い
る
が
、

電
話
回
線
が
不
通
の
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

問　

農
業
支
援
員
の
配
置
、

活
動
内
容
は
。

答　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
を
活
用
し
募
集
す
る
。

農
事
組
合
法
人
や
個
人
農
家

等
の
農
作
業
を
支
援
す
る
ほ

か
、
農
業
大
学
校
で
の
研
修

等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、

将
来
的
に
は
阿
武
町
に
定
住

し
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ

す
。

地
魅
力
ア
ッ
プ
支
援
事
業
と

し
て
、
山
口
県
内
共
通
の
統

一
的
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
観
光
案
内
板
の
整
備
も

示
さ
れ
て
い
る
。

　

阿
武
町
は
阿
武
町
と
し

て
、
他
の
観
光
地
に
追
随
す

る
こ
と
な
く
、
阿
武
町
版
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
に
お
い
て
地
域
の
特
性
な

ど
を
踏
ま
え
、
分
析
し
た
中

で
、
地
に
足
を
付
け
た
施
策

を
推
進
、
展
開
し
て
い
く
。

問答問答問答

阿武町 プレミアム付き商品券を発行します！
発売日時　４月26日（日）９時～17時
発売場所　奈古地区…阿武町役場特設会場
　　　　　宇田郷地区…宇田郷支所特設会場
　　　　　福賀地区…福賀支所特設会場

販売方法　１セット　１０，０００円
　　　　　（１，０００円券×12枚が１セット）
有効期間　４月26日（日）～９月30日（水）
取扱店舗　町内39店＋町外１店

■問い合わせ　萩阿武商工会　阿武支所　☎２－２１０５

１０，０００円で１２，０００円の
お買い物券

１世帯
３セット
まで

¥1000
くわしくは、広報4月号と一緒に配布するチラシをご覧ください。
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表
彰
席

　

現
地
踏
査
で
は
、
７
箇
所

を
踏
査
し
ま
し
た
。

工場用用地予定地 石原ため池 馬取川河川災害復旧

山合川河川改修 尾無公営住宅予定地 町道柳尾汐入線

町道新田弥富線

現
地
踏
査

町
職
員
の
異
動
等

〈　

〉は
旧
職
名
等

（
兼
）は
兼
務
、（
併
）は
併
任

（
敬
称
略
）

【
異
動
】
●
４
月
１
日
付

 

町
長
部
局

▼
中
野
克
美
＝
住
民
課
長（
兼
）住

民
係
長〈
住
民
課
長
〉

▼
田
中
達
治
＝
施
設
課
長
〈
施
設

課
主
幹（
課
長
の
職
）〉

▼
野
原　

淳
＝
総
務
課
主
幹
（
課

長
の
職
）（
兼
）
行
政
係
長
（
併
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書

記（
併
）阿
武
町
選
挙
管
理
委
員

会
書
記（
併
）阿
武
町
議
会
書
記

〈
総
務
課
課
長
補
佐
（
兼
）
行
政

係
長（
併
）固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
書
記（
併
）阿
武
町
選
挙

管
理
委
員
会
書
記（
併
）阿
武
町

議
会
書
記
〉

▼
出
羽
直
之
＝
経
済
課
課
長
補
佐

（
畜
産
、無
角
和
種
振
興
公
社
担

当
）〈
施
設
課
課
長
補
佐（
兼
）管

理
係
長
〉

▼
佐
村
秀
典
＝
経
済
課
課
長
補
佐

（
兼
）
商
工
水
産
係
長
〈
住
民
課

課
長
補
佐（
兼
）住
民
係
長
〉

▼
高
橋
仁
志
＝
施
設
課
課
長
補
佐

（
兼
）
管
理
係
長
〈
経
済
課
課
長

補
佐（
兼
）商
工
水
産
係
長
〉

▼
羽
鳥
純
香
＝
住
民
課
課
長
補
佐

（
兼
）税
務
係
長〈
住
民
課（
係
長

の
職
）〉

▼
杉
山
和
人
＝
教
育
委
員
会
へ
出

向〈
施
設
課
〉

▼
柳
井
美
恵
子
＝
住
民
課
〈
教
育

委
員
会（
中
央
公
民
館
主
事
）〉

▼
近
藤
慎
治
＝
施
設
課〈
経
済
課
〉

▼
山
根
雅
己
＝
総
務
課
〈
宇
田
郷

支
所
〉

▼
小
田
慎
也
＝
宇
田
郷
支
所
〈
経

済
課
〉

▼
和
田　

誠
＝
民
生
課〈
総
務
課
〉

 

教
育
委
員
会
部
局

▼
杉
山
和
人
＝
中
央
公
民
館
主
事

（
兼
）教
育
委
員
会
事
務
局
職
員

▼
小
田
慎
也
＝（
併
）宇
田
郷
公
民

館
職
員

▼
山
本　

直
＝（
派
遣
社
会
教
育

主
事
）
教
育
委
員
会
事
務
局
次

長
（
兼
）
社
会
教
育
係
長
〈
佐
波

小
学
校
教
諭
〉

▼
矢
田
耕
一
＝
派
遣
社
会
教
育
主

事
を
解
く（
３
月
31
日
付
け
）多

磨
小
学
校
教
諭〈（
派
遣
社
会
教

育
主
事
）
教
育
委
員
会
事
務
局

次
長（
兼
）社
会
教
育
係
長
〉

【
新
規
採
用
】
●
４
月
１
日
付

▼
小
野
晶
子
＝
福
賀
診
療
所

▼
能
登
佑
治
＝
経
済
課

▼
阿
座
上
友
紀
＝
総
務
課

▼
杉
村
理
絵
＝
民
生
課

▼
宇
佐
川
大
貴
＝
住
民
課

【
退
職
】
●
３
月
31
日
付

▼
内
村
成
延〈
施
設
課
長
〉

▼
山
本
ひ
と
み〈
福
賀
診
療
所（
看

護
師
長
）〉

３
月
21
日  

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

ミ
ス
タ
ー
の
部

★
優　

勝　

近
藤　

進

　
　
　
　
　
　
（
宇
田
郷
公
民
館
）

ミ
ズ
の
部

★
優　

勝　

清
水
紀
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
田
浦
）

こ
ど
も
の
部

★
優　

勝　

小
林　

司（
宇
田
浦
）

一生懸命頑張ります！

前
列
左
か
ら
杉
村
理
絵
、

小
野
晶
子
、
阿
座
上
友
紀
、

後
列
左
か
ら
宇
佐
川
大
貴
、

能
登
佑
治

第
４
回
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

 

主
催
：
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ



本当にお世話になりました
前　阿武町教育委員会 
事務局次長（派遣社会教育主事）
　　　　矢　田　耕　一
　この度の人事異動で、萩市立多磨小
学校勤務を命ぜられ、過日着任しました。
　阿武町では３年間という短い間でしたが、生涯学
習・生涯スポーツ関係を中心とした職務の中で、町民
の皆様に大変お世話になりました。なかでも、人権学
習・地球のステージ・各種ソフトボール大会・力くら
べ綱引き大会・運動教室では、町民の皆様と協力して
実施出来たことが、強く印象に残っています。
　また、健康づくり・体力作りのために「ＡＢＵ３・
３０運動」を立ち上げ、いろいろな取り組みをたくさ
んの方と協力し実施したことも強く印象に残っていま
す。（自分自身も運動を通して、12kgのダイエットに
成功しました）
　阿武町での様々な活動を通して多くの方とふれあう
ことができたことが、自分にとってかけがえのない財
産となりました。阿武町での経験を今後の職務で生か
し、精進して参りたいと思います。ありがとうござい
ました。

12

安全・安心な町の要　消防団・駐在所の異動

消
防
団
の
異
動

　

４
月
１
日
に
役
場
で
消
防
団
辞
令

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）【
旧
職
】

再
任　

団
長　

田
中
敏
雄

　
　
　
　
　
　
　

（
宇
生
賀
中
央
）

昇
格　

本
部

　

副
団
長　
　

茂
刈
達
美（
尾
無
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
分
団
長
】

宇
田
郷
分
団

　

分
団
長　
　

水
津
幸
和

　
　
　
　
（
宇
田
中
央
）【
副
分
団
長
】

　

副
分
団
長　

柳
井
利
一（
尾
無
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
班
長
】

退
団　

廣
石
芳
郎（
尾
無
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
【
本
部　

副
団
長
】

井寺　亜季
養護
（新任）

大住　和久
保健体育
（新任）

三宅　恭平
家庭
（新任）

い　 でら　　　　 あ　　き おお　すみ　　　　かず　ひさ み　 やけ　　　 きょうへい

　阿武町のみなさんはじめまして。この
度奈古駐在所に赴任してきました井上怜
哉と申します。まだ若く、みなさんには
頼りなさそうだと思われるかもしれませ
んが、町の要としてみなさんを守れるよ
うに、一生懸命頑張りたいと思います。

駐在さん紹介
奈古駐在所長
氏　　名　井上　怜哉
出 身 地　下関市彦島
前勤務地　光警察署　

いのうえ　　　　れい　や

高野　櫻子
英語
（新任）

齋藤　健治
農業

（大津緑洋高校日置校舎）

広石　妙子
事務長

（高森高校）

たか　　の　　　　さくら　こ さい　とう　　　　けん　　じ ひろ　いし　　　　たえ　こ

　平成27年度の人事異動で、奈古高校に新しく６人の教
職員が着任しました。（敬称略）　※（　）は旧勤務校等

奈古高校の新しい先生紹介

町民の生命・財産を守る！

どうぞよろしくお願いします
新　阿武町教育委員会 
事務局次長（派遣社会教育主事）
　　　　山　本　 　直
　この度の人事異動で、防府市
立佐波小学校から阿武町教育委
員会に着任しました。
　生まれは福岡県北九州市。山口県の教員にな
り防府市に住んでいました。（現在は、単身赴
任中です）着任して数日ですが、阿武町の皆様
のあたたかさを、日々感じています。先日、役
場でご挨拶をさせていただいた時に「一緒にウ
ォーキングをしませんか？」と声をかけていた
だきました。また、道の駅では「どちらから来
られましたか？」「阿武町は、海のもの・山のも
の、どちらも美味しいですよ。」と笑顔で話し
かけていただきました。勇気とパワーをいただ
くことができました。阿武町で勤務させていた
だけることを大変うれしく思います。人と人と
の「絆」を大切にしながら、阿武町のために精
一杯努力していきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いします。

すなお
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阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
１
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
先
生
方
13
人
を
紹
介
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

※

臨
時
の
先
生
を
含
む

①
出
身
地
（
市
町
）

②
趣
味
・
特
技
な
ど

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　

自
己
紹
介
な
ど

（
敬
称
略
）、（　

）は
新
勤
務
校
等

【
阿
武
小
学
校
】

▼
校
長　

能
野
祐
司（
退
職
）

▼
教
諭　

横
山
美
貴
江（
福
賀
小
）

▼
教
諭　

村
井
智
恵
美（
王
喜
小
）

【
福
賀
小
学
校
】

▼
教
頭　

中
野
和
典（
油
谷
小
）

▼
教
諭　

池
田
展
代（
明
倫
小
）

▼
養
護
教
諭　

木
村
信
恵（
退
職
）

【
阿
武
中
学
校
】

▼
校
長　

綿
城
満
隆（
内
日
中
）

▼
教
諭　

田
中
美
雪（
田
万
川
中
）

▼
教
諭　

井
町
吉
寿（
菱
海
中
）

▼
養
護
教
諭　

福
島
由
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
倫
小
）

【
福
賀
中
学
校
】

▼
事
務
主
事　

池
田
沙
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
坂
小
）

新しい先生新しい先生１３１３人に人に

聞きました聞きました

新しい先生新しい先生１３１３人に人に

聞きました聞きました

新しい先生１３人に

聞きました

町
内
小
・
中
学
校

教
職
員
の
転
出
な
ど

白
上　

京
子

福
賀
小
養
護
教
諭

①
下
関
市
②
生

け
花(

花
を
見
る

こ
と
が
好
き
で
す)

③
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
と
人
情
味
豊
か
な
地
域
の

方
々
に
接
し
、と
て
も
心
が
安
ら
ぎ

ま
し
た
。一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、

だ
れ
も
が
楽
し
く
思
え
る
学
校
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
ら　

が
み　
　
　

き
ょ
う　

こ

横
山
美
貴
江

福
賀
小
教
諭

①
阿
武
町
②
読

書
、
早
起
き
③

母
校
の
福
賀
小
学
校
で
勤
務
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

育
て
て
も
ら
っ
た
地
域
に
恩
返
し

す
る
つ
も
り
で
、
子
ど
も
た
ち
の

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
こ　

や
ま　

み　
　

き　
　

え

岡　

輝
明

福
賀
小
教
頭

①
山
口
市（
旧
阿

東
町
）
②
高
校

野
球
観
戦
、ス
キ
ー
、創
作
文
芸
全
般

③
青
い
海
、緑
の
山
並
み
。魚
に
ス
イ

カ
、福
賀
米
。み
ん
な
私
の
大
好
物
で

す
。子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、地
域
の

皆
様
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。顔
を

見
か
け
た
ら
、一声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

お
か　
　
　
　

て
る　

あ
き

藤
本　

康
徳

阿
武
小
校
長

①
山
口
市
②
サ
ッ

カ
ー
指
導
、
体

育
、音
楽
鑑
賞
、読
書
③
豊
か
な
自

然
、素
晴
ら
し
い
校
舎
、素
敵
な
机・椅

子
、こ
の
よ
う
な
場
所
で
過
ご
せ
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。一
日
も
早

く
保
護
者
、地
域
の
方
、児
童
、教
職

員
と
仲
良
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
じ　

も
と　
　
　
　

や
す　

な
り

宮
路　

源
内

阿
武
中
教
諭

①
萩
市
越
ヶ
浜

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、マ
ン
ド
リ
ン
③
阿
武
町
に
つ
い
て

は
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、新

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
知
れ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
思

う
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

み
や　

  

じ　
　
　
　

げ
ん　

な
い

火
除　

崇

福
賀
中
教
諭

①
萩
市
②
合
唱

③
７
年
ぶ
り
に

阿
武
町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
自

然
豊
か
な
福
賀
の
地
で
勤
務
で
き

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
福

賀
中
学
校
最
後
の
１
年
が
思
い
出

に
残
る
年
と
な
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ　

よ
け　
　
　

た
か
し

内
田　

令
子

福
賀
中
事
務

①
萩
市
む
つ
み

②
読
書
、
ス
ポ

ー
ツ
③
福
賀
か
ら
15
㎞
離
れ
た
む

つ
み
に
住
ん
で
い
ま
す
。
夫
と
二

人
で
９
反
ほ
ど
米
作
り
も
し
て
い

ま
す
。
10
年
ぶ
り
に
福
賀
で
働
け

る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

う
ち　

だ　
　
　
　

れ
い　

こ

小
林　

悦
子

阿
武
中
教
諭

①
美
祢
市
②
散

歩
③
阿
武
町
に

は
、
初
め
て
勤
務
し
ま
す
。
通
勤

途
中
に
見
え
る
、
き
れ
い
な
海
が

印
象
的
で
す
。
こ
の
豊
か
な
自
然

と
と
も
に
育
っ
て
き
た
生
徒
の
み

な
さ
ん
と
の
生
活
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

こ　

ば
や
し　
　
　

え
つ　

こ

米
原　

裕
子

阿
武
中
養
護
教
諭

①
阿
東
徳
佐
②

音
楽
を
聴
く
こ

と
③
新
し
い
校
舎
、美
し
い
環
境
の

中
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。新
し
い
出
会
い
、生

徒
一
人
一
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ね　

は
ら　
　
　
　

ひ
ろ　

こ

石
川　

達
也

阿
武
小
教
諭

①
島
根
県
出
雲

市
②
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、英
会
話
③
自
然
豊
か

な
阿
武
町
で
勤
務
が
で
き
、う
れ
し

く
思
い
ま
す
。積
極
的
に
地
域
の
方

た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
し　

か
わ　
　
　
　

た
つ　

や

中
村　

健
一

阿
武
中
校
長

①
大
阪
府
豊
中
市

②
登
山
③
美
し
い

海
山
に
囲
ま
れ
た
阿
武
中
学
校
は
、今
年
か

ら
地
域・保
護
者・学
校
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ・ス
ク
ー
ル
に
な
り
ま
す
。地
域
に
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
か　

む
ら　
　
　
　

け
ん　

い
ち

山
下　

英
美

阿
武
小
教
諭

①
下
関
市
②
読

書
、
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
③
明
る
く
、
素
晴
ら
し
い
校

舎
に
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
こ
ん
な
す
て
き
な
環
境
で
、

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
過
ご

せ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

や
ま　

し
た　
　
　
　

ひ
で　

み

堀
田
絵
美
香

阿
武
中
教
諭

①
柳
井
市
②
ス

ポ
ー
ツ
、料
理
、

園
芸（
土
い
じ
り
）③
と
て
も
き
れ
い

な
校
舎
で
、生
徒
の
皆
さ
ん
も
、明
る

い
笑
顔
が
印
象
的
で
す
。私
は
身
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
一緒
に
元
気
い
っ

ぱ
い
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ほ
り　

た　
　

え　
　

み　
　

か

ささわわ
ややかかなな春春のの

香香りりがが広広ががるる新新学学期期さわ
やかな春の

香りが広がる新学期
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コープやまぐちと災害時物資供給協定・コープやまぐちと災害時物資供給協定・
地域見守りネットワーク協定を締結地域見守りネットワーク協定を締結

コープやまぐちと災害時物資供給協定・コープやまぐちと災害時物資供給協定・
地域見守りネットワーク協定を締結地域見守りネットワーク協定を締結

コープやまぐちと災害時物資供給協定・
地域見守りネットワーク協定を締結

　

災
害
時
に
、
被
災
者
へ
の
迅
速

か
つ
円
滑
な
物
資
の
供
給
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
３
月
26
日
、
役
場

大
会
議
室
で
「
災
害
時
等
に
お
け

る
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
書

調
印
式
及
び
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
定
締
結
式
」
が
行
わ

れ
、
生
活
共
同
組
合
コ
ー
プ
や
ま

ぐ
ち
と
阿
武
町
と
の
間
で
物
資
供

給
に
関
す
る
協
定
等
が
結
ば
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
ま
ず
協
定
書
へ
の
署

名
・
調
印
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
中

村
町
長
が
「
過
去
の
災
害
を
教
訓

に
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
打

つ
こ
と
は
大
変
重
要
。
こ
の
度
の

協
定
締
結
を
う
れ
し
く
思
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
岡
崎
コ
ー
プ

山
口
代
表
理
事
理
事
長
が
「
阪
神

淡
路
大
震
災
の
時
か
ら
、
何
か
支

援
は
で
き
な
い
か
と
協
定
締
結
を

始
め
た
。
生
協
は
共
助
の
組
織
で

あ
り
、
独
自
の
見
守
り
活
動
も
行

い
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
た
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

災
害
時
等
に
日
用
雑
貨
や
食
料
な

ど
の
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
力

体
制
が
構
築
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
事

業
者
も
23
者
と
な
り
、
着
実
に
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。

乗用芝刈機による芝刈り ホースによる散水

安全安心なまちづくりすすむ

　先月の広報でお伝えしたとおり、5月17日（日）
に阿武町芝楽運動として芝生化することが決定した
宇田ふれあいグラウンド。植栽ボランティアと同時
に今回は芝生を管理するボランティア、通称「芝楽
ふれあい隊」を募集いたします。利用者が芝生を楽
しく快適に利用できるように皆さんのご協力をお願
いします。

芝楽ふれあい隊の役割
（1）乗用芝刈機による芝刈り　
（2）消防ホースを使った水やり　
（3）芝刈りや剪定で出たゴミの袋詰め　
※作業に関わる用具の貸与及びボランティア保険へ
の加入は町で行います。
■応募資格　芝生管理に興味のある方、ボランティ
　　　　　　ア意欲を持つ方
■応募方法　教育委員会･宇田郷支所に備え付け申
　　　　　　込書に記入し、ご提出ください

■活動日数　月2～3回程度（日程は話合いの上で
　　　　　　決定します）
■応募期間　随時募集
■問い合わせ　阿武町教育委員会（☎2-0501）
　　　　　　　役場宇田郷支所　（☎4-0211）
※問い合わせの際は「芝楽ふれあい隊の記事を見た」
　とお伝えいただければ幸いです

協定書に調印する岡崎代表理事理事長（左）と中村町長



福
賀
婦
人
会
＆
J
A
女
性
部
総
会

「
美
し
く
生
き
る
」講
演
会

　

福
賀
婦
人
会
と
J
A
女
性
部
福
賀
支

部
の
総
会
が
３
月
26
日
に
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
約
１
２
０
人
が
参
加
し
て
、
27

年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
帯
行
事
の
講
演
会
で
は
、
小
田
武
之
教
育
長
を
講
師

に
迎
え
、
「
美
し
く
生
き
る
」
と
題
し
た
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

田
舎
で
も
人
間
関
係
が
希
薄
と
な
る
中
、
心
を
通
い
合

わ
せ
ら
れ
る
場
作
り
や
、
参
加
意
識
を
高
め
る
工
夫
が
必

要
。
自
分
の
心
が
生
活
の
中
に
態
度
と
し
て
表
れ
や
す
く

な
る
事
で
、
心
を
ま
ろ
や
か
に
美
し
く
生
き
て
い
く
大
切

さ
を
、
カ
キ
ク
ケ
コ
で
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
全
員
が
、
日
々
の
生
活
の
重
要
性
を
改
め
て
認

識
す
る
事
が
出
来
、
今
後
、
活
力
と
思
い
や
り
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
貰
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
素
晴
ら
し
い
手
品
の
披
露
に
、
驚

き
と
笑
顔
が
溢
れ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

延
期
で
も
12
回
！

　

３
月
６
日
に
26
年
度
、
最
後
の
月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
26
年
度
は
予
定
日
で
の
開

催
は
４
回
の
み
で
、
あ
と
８
回
は
雨
や
降
雪
に
よ
り
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
延
期
日
は
天
気
予
報
を
何
度
も
確
認
し

な
が
ら
決
定
に
悩
み
、
ま
た
予
報
が
ズ
レ
た
た
め
、
二
度

三
度
と
延
期
を
繰
り
返
す
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
G
G
愛

好
会
の
世
話
人
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
何
と
か
年
12
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
３
月
上
旬
で
の
夜
間
の

開
催
は
、
さ
す
が
に
寒
気
が
身
に

し
み
た
た
め
、
来
年
３
月
は
昼
間

で
の
開
催
に
即
決
さ
れ
ま
し
た
。

久
々
プ
レ
ー
に
わ
く
わ
く
！

　

３
月
５
日
に
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
第
92
回
「
早
く
こ
い
こ
い
・

あ
っ
た
か
春
さ
ん
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
だ
寒
さ

を
感
じ
る
中
で
、
久
し
ぶ
り
の
プ
レ
ー
に
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ

ド
キ
の
大
会
で
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
フ
リ
ー
の
部
）
優
勝　

近
藤
政
一
（
宇
田
中
央
）

（
レ
デ
ィ
の
部
）
優
勝　

惠
美
奈
美
智
代
（
宇
田
浦
）

（
ゴ
ー
ル
ド
の
部
）
優
勝　

岩
本　

清
（
宇
田
中
央
）

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
カ
ギ

　

３
月
21
日
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、

冬
季
子
ど
も
会
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
子
ど
も
会
員
、
育
成
者
及
び
宇

田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
の
親
睦
と

融
和
を
図
る
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
、

昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
豚
汁
・
お
に
ぎ
り
の
準

備
を
子
ど
も
達
と
一
緒
に
行
っ
た
後
、
体

育
館
で
ド
ッ
チ
ビ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
対
大
人
そ
し
て
混
成
で
試
合
を
行
い
親
睦
を
深

め
、昼
食
の
あ
と
は
ビ
ン
ゴ
大
会
で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

宇
田
郷
と
福
賀
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
を
散
策

　

３
月
22
日
に
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
主
催
の
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
27
人
が
参

加
し
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
出
発
、
つ
づ
ら
集
落
の
仏

坂
か
ら
福
賀
の
田
平
ま
で
行
き
、
昼
食
の
後
に
来
た
道
を

戻
る
ル
ー
ト
を
散
策
し
ま
し
た
。
往
復
で
７
㎞
程
度
の
コ

ー
ス
で
し
た
が
、
山
歩
き
が
あ
っ
た
の

で
足
腰
が
多
少
疲
労
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

　

終
始
穏
や
か
な
気
候
で
、
快
適
な
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
で
し
た
。
ま
た
次
回

も
楽
し
み
で
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
パ
ワ
フ
ル
に
！

　

婦
人
会
総
会
で
「
笑
い
ヨ
ガ
」

　

３
月
１
日
に
奈
古
婦
人
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
に
は
、
わ
い
わ
い
山
口
ラ

フ
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
平
山
英
子
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
笑
い
の
練
習
法
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
（
腹
式
呼

吸
）
を
組
み
合
わ
せ
た
健
康
法
「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
体
験
し

ま
し
た
。
平
山
さ
ん
は
、「
本
当
に
笑
っ
て
も
、
つ
く
り

笑
い
で
も
効
果
は
一
緒
。
脳
が
勘
違
い
し
て
体
に
い
い
効

果
を
も
た
ら
し
ま
す
」
と
話
し
、
会
員
も
初
め
は
照
れ
な

が
ら
の
笑
い
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
笑
い
す
ぎ
て
涙
が
出

た
り
と
楽
し
く
賑
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
奈
古
婦
人
会
、
新
年
度
も
パ

ワ
フ
ル
に
活
動
し
ま
す
！

祝
･
卒
団
！
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
成
長
を
見
せ
る

　

３
月
22
日
に
、
奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
卒
団
式
を
開
催

し
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
７
人
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
は
８
人
が
卒
団
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
親
子
交
流
試
合
を
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
の
部
も
県
体
出
場
の
経

験
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
た
プ

レ
ー
に
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
卒
団
式
で
は
、
指
導
者
･

在
団
生
か
ら
、
似
顔
絵
が
描
か
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
、
卒

団
生
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

卒
団
生
か
ら
は
、「
県
体
を
め
ざ
し
て

欲
し
い
」
と
、
将
来
を
託
す
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
思
い
出
や
お
礼
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
。

15

笑
い
す
ぎ
て

涙
が
出
ま
す

サッカー部のみなさん

総会の様子

バレー部のみなさん

上
位
入
賞
の
み
な
さ
ん

山
歩
き
の
支
度
も

バ
ッ
チ
リ
！？

上位入賞のみなさんドッチビーで盛り上がる
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　みなさんの期待と信頼
に応えられるよう、平素
から訓練を積み重ねてい
ます。みなさんが安心し
て暮らすことができるよ
う、対処能力の強化に努
めていきます。

山口県警本部機動隊
副隊長　石田次成さん

安心な暮らしを守ります

  

４
月
６
〜
８
日
の
３
日
間
、
山
口
県
警
察
本
部
機
動
隊
員

約
40
人
が
参
加
し
、
潜
水
・
舟
艇
訓
練
が
奈
古
漁
港
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
潜
水
技
能
の
習
熟
と
対
処
能
力
の
強

化
、
新
規
隊
員
の
潜
水
適
正
把
握
の
た
め
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
湾
内
の
水
中
視
界
が
良
好
で
条
件
が
良
く
、
水
深
も
約

３
m
と
安
全
管
理
上
適
正
な
奈
古
漁
港
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

隊
員
は
レ
ベ
ル
別
に
新
規
・
若
手
・
潜
水
部
隊
お
よ
び
船

艇
班
の
４
班
に
分
か
れ
訓
練
を
実
施
。
装
備
品
の
脱
着
や
息

止
め
な
ど
の
基
本
訓
練
を
は
じ
め
、
ス
キ
ュ
ー
バ
訓
練
、
男

鹿
島
へ
の
遠
泳
な
ど
が
行
わ
れ
、
隊
員
は
真
剣
に
訓
練
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

スキューバ訓練のため
奈古漁港へ飛び込む
スキューバ訓練のため
奈古漁港へ飛び込む

　

竹
楽
器
を
演
奏
す

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
団

体
「
バ
ン
ブ
ー
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ 

は
ぎ
の

竹
音
」
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が

３
月
22
日
、
町
民
セ

ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
ぎ
の
竹
音
は
平

成
21
年
に
県
主
催
の

萩
竹
文
化
講
座
で
竹

楽
器
を
製
作
後
、
設

立
さ
れ
た
楽
団
で
結

成
５
年
目
。
小
学
生

か
ら
70
歳
代
ま
で
の

幅
広
い
年
齢
層
で
構

成
さ
れ
て
い
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
団
体
で

す
。
演
奏
す
る
竹
楽

器
の
ほ
と
ん
ど
を
自

ら
手
作
り
し
て
お
り
、
独
特
の
柔
ら
か
い
音
色
に
観
客
は
癒

や
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
民

謡
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
内

容
を
演
奏
。
ゲ
ス
ト
出
演

し
た
合
唱
グ
ル
ー
プ
〝
コ

ー
ル
さ
わ
ら
び
〞
と
の
共

演
で
は
、
花
は
咲
く
を
演

奏
し
、
観
客
も
巻
き
込
ん

で
の
〝
ふ
る
さ
と
〞
の
大

合
唱
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
ま
し
た
。

竹
楽
器
の
奏
で
る

柔
ら
か
な
音
色
響
く

バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
ぎ
の
竹
音
コ
ン
サ
ー
ト

竹
楽
器
の
奏
で
る

柔
ら
か
な
音
色
響
く

バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
ぎ
の
竹
音
コ
ン
サ
ー
ト

潜水技能の習熟を目指して
精鋭の県警機動隊が潜水訓練
潜水技能の習熟を目指して
精鋭の県警機動隊が潜水訓練

　

町
制
60
周
年

を
記
念
し
て
、

昭
和
59
年
に
作

成
し
た
「
阿
武

町
の
む
か
し

話
」
を
全
面
改

訂
し
て
、「
未
来
へ
伝
え
た
い
阿
武
の
昔
ば

な
し
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ふ
る
さ

と
寄
付
金
を
活
用
し
作
成
し
た
も
の
で
、
町

内
３
地
区
の
昔
話
や
逸
話
を
絵
本
形
式
で
、

新
た
に
14
話
を
追
加
し
58
話
掲
載
。
選
り
す

ぐ
り
の
12
話
を
付
録
の
Ｃ
Ｄ
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
全
世
帯
へ
は
広
報
３
月
号
と
一
緒
に
お
配
り
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
購
入
希
望
者
に
は
２
０
０
０
円
＋
送
料
で

有
償
配
布
し
ま
す
。（
阿
武
町
出
身
者
は
１
０
０
０
円
＋
送
料
）

問
教
育
委
員
会　

☎
０
８
３
８
８
―
２
―
０
５
０
１

朗読ＣＤ付きで、
新たに１４話を追加
阿武の昔話〈改訂版〉を発刊

朗読ＣＤ付きで、
新たに１４話を追加
阿武の昔話〈改訂版〉を発刊

　

第
87
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
に
出
場
し
た

宇
部
鴻
城
高
校
野
球
部
の
選
手
と
し
て
、
試
合
に

臨
ん
だ
小
野
航
輝
く
ん
（
３
年
・
市
出
身
）
が
４

月
６
日
、
中
村
町
長
に
出
場
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
チ
ー
ム
は
１
回
戦
で
健
大
高
崎
高
校
（
群
馬

県
）
に
惜
敗
し
ま

し
た
が
、
小
野
く

ん
は
「
小
さ
い
頃

か
ら
見
て
い
た
甲

子
園
に
立
て
て
感

動
し
ま
し
た
。
夏

に
も
う
一
度
出
場

し
て
、
全
国
制
覇

を
目
指
し
た
い
。

甲
子
園
で
活
躍
し

ま
す
」
と
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

夏の甲子園で全国制覇を目指します
小野航輝くんが選抜高校野球大会出場を報告
夏の甲子園で全国制覇を目指します
小野航輝くんが選抜高校野球大会出場を報告

「夏に悔しさを晴らします！」小野航輝
くん（左）と報告を受けた中村町長

「夏に悔しさを晴らします！」小野航輝
くん（左）と報告を受けた中村町長

多様な竹楽器を使い柔らかな音色が会場を包む多様な竹楽器を使い柔らかな音色が会場を包む
美しい歌声を響かせた
“コールさわらび”
美しい歌声を響かせた
“コールさわらび”
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku02@town.abu.lg.jp

　

町
の
特
産
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

や
梨
な
ど
を
使

っ
た
加
工
品
の

製
造
・
販
売
を

行
う
企
業
組
合

「
あ
ぶ
ホ
ー
ム

メ
イ
ド
」
の
創

立
総
会
が
４
月

９
日
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ

れ
関
係
者
35
人

が
出
席
し
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
数
は

24
人
で
、
道
の

駅
阿
武
町
発
祥

交
流
館
内
に
新

た
に
整
備
さ
れ

た
加
工
施
設
を

使
い
、
５
月
頃
の
発
売
を
目
指
し
て
キ
ウ
イ
と
梨
な
ど
の
ジ

ャ
ム
加
工
を
行
い
ま
す
。
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
現
在

も
、
特
に
キ
ウ
イ
ジ
ャ
ム
は
奈
古
高
校
生
徒
が
開
発
し
た

〝
緑
煌
め
き
製
法
〞
を
用
い
て
鮮
や
か
な
緑
色
に
仕
上
げ
て

お
り
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
試
食
で
も
好
評
を
得
て
い
ま
し

た
。

　

伊
藤
節
子
代
表
理
事
は
「
み
な
さ
ん
の
〝
笑
顔
〞
〝
サ
ー

ビ
ス
精
神
〞
〝
お
も
て
な
し
の
心
〞
を
大
切
に
、
一
丸
と
な

っ
て
ジ
ャ
ム
作
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

特
産
品
開
発
に
女
性
の
元
気
を
！

　
　

企
業
組
合
あ
ぶ
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
を
創
立

特
産
品
開
発
に
女
性
の
元
気
を
！

　
　

企
業
組
合
あ
ぶ
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
を
創
立

創
立
を
記
念
し
て
写
真
撮
影

創
立
を
記
念
し
て
写
真
撮
影

　
〝
幸
せ
を
運
ぶ
男
〞
高
田
エ
ー
ジ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
（
主

催
：O

rgan's M
elody

）
が
４
月
11
日
、
道
の
駅
阿
武
町
発

祥
交
流
館
で
行
わ
れ
、
40
人
が
非
日
常
空
間
で
行
わ
れ
る
ノ

リ
ノ
リ
な
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
高
田
さ
ん
は
東
京
都
出
身

で
、
15
歳
か
ら
音
楽
を
始
め
キ
ャ
リ
ア
は
30
年
以
上
。
３
月

か
ら
全
国
60
箇
所
を
ま
わ
る
ツ
ア
ー
中
で
、
21
箇
所
目
に
阿

武
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
「K

ing O
f Y
eaaaah!!

」
の
異
名
の
と
お
り
、
ラ
イ
ブ
は

観
客
一
体
と
な
っ
て
「
イ
エ
ー
イ
！
」「
い
い
ぞ
エ
ー

ジ
！
」
と
の
声
も
飛
び
交
う
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
。
代
表
曲

「
永
遠
」
を
は
じ
め
「
旅
男
」
、
月
の
光
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
虹
を
思
い
浮
か
べ
る
「
ム
ー
ン
ボ
ウ
」
な
ど
12
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
を
代
表
し
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し
て

“
M
an-B

ow”

も
出
演
。「
町
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
思
い

の
詰
ま
っ
た
演
奏
に
、
観
客
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 道の駅発祥交流館が

心地良いライブ空間に
King Of Yeaaaah!! 高田エージLIVE

道の駅発祥交流館が
心地良いライブ空間に

King Of Yeaaaah!! 高田エージLIVE

　

春
う
ら
ら
か
な
陽
射
し
の
中
、
４
月
３
日
み
ど

り
保
育
園
で
入
園
式
が
、
８
日
に
町
内
各
小
中
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
保
育
園

に
19
人
が
入
園
。
ま
た
、
阿
武
小
27
人
、
福
賀
小

1
人
、
阿
武
中
19
人
、
福
賀
中
２
人
が
入
学
し
、

気
持
ち
も
新
た
に
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

阿
武
小
学
校
で
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
６
年

生
と
手
を
つ
な
ぎ
、
新
１
年
生
が
希
望
に
満
ち
た

笑
顔
で
入
場
。
緊
張
感
あ
る
式
に
少
し
ム
ズ
ム
ズ

し
な
が
ら
も
、
校
長
式
辞
や
来
賓
の
祝
辞
を
一
生

懸
命
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
阿
武
中
学
校
の

入
学
式
で
は
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
新
１
年
生
が

立
派
に
式
に
臨
み
、
凛
々
し
い
姿
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

希望に胸を膨らませ
町内保育園・小中学校で入園・入学式

希望に胸を膨らませ
町内保育園・小中学校で入園・入学式

熱唱した高田エージさん（左から2人目）と
Man-Bow＆ナオミ

熱唱した高田エージさん（左から2人目）と
Man-Bow＆ナオミ

中学生として新たな
スタート（阿武中）
中学生として新たな
スタート（阿武中）

元気にお返事できました
（みどり保育園）

元気にお返事できました
（みどり保育園）
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●平成27年度入学式を挙行　４月８日に本校体育館で、
平成27年度入学式を挙行しました。生物資源科学科13
名、普通科12名の新入生が、緊張した面持ちで、呼名に
大きな声で返事をし、入学許可を受けました。
　校長式辞のあと阿武町長・後援会会長・ＰＴＡ会長から
の祝辞をいただき、その温かくも力強い励ましの言葉に、
新入生も決意も新たにしたようでした。
　奈古高校としては最後の入学生となる25名に、明るく
楽しい、実りの多い高校生活を送ってほしいと思います。
●新入生歓迎　～対面式～　４月９日に在校生と新入生と
の対面式が行われました。生徒会長による歓迎の言葉のあ
と、新入生代表が「早く学校に慣れ、奈古高校生として頑
張っていきたい」と在校生へあいさつを行いました。

奈
古
高
校
は
今

　その後、本校の自治会活動（生徒会・農業クラブ・家庭
クラブ）の紹介、部活動の紹介があり、新入生が本校への
理解を深めるものとなりました。
●先生、さようなら　～離任式～　４月10日に本校体育
館で、離任式を行いました。
　平成26年度本校から離任される12名のうち、当日は６
名の方が来校されました。長きに渡り本校に勤務していた
だいた先生、担任を持たれていた先生ほか、個性豊かな先
生方からの離任に際しての思いのこもった言葉に、生徒の
みならず、教職員一同も深く心を動かされました。
　生徒会からのあいさつと花束贈呈の後、離任される方々
は整列した生徒の中央を通り退場されました。皆様の今後
の御健康と御活躍をお祈りしております。

　

町
で
は
、
男
女
が
共
に
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
対

等
で
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
自
ら
の
意
思
で
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
活
動
に
参
画
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

２
人
（
多
数
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
に
よ
り
選
考
し
、
町
長

が
決
定
し
ま
す
。）

▼
応
募
資
格　

町
内
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
の
方
（
男
女
を
問
い

ま
せ
ん
）

▼
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

▼
内
容　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
の
事
業
計
画
や
策

定
の
推
進
、
ま
た
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
に
関
す
る
基
本

的
か
つ
総
合
的
な
施
策
に
つ
い

て
の
調
査
審
議
。

▼
応
募
期
限　

５
月
12
日（
火
）

▼
応
募
方
法　

役
場
総
務
課
企
画

広
報
係　

☎
２
ー
３
１
１
１
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
審
議
会

　

委
員
を
公
募
し
ま
す



検査項目を追加しました！
対象：国保「特定健診」・若者健診・後期高齢者医療「健康診査」
追加項目：心電図検査と眼底検査、血液検査項目を増加しました
※後期高齢者医療の方は、集団健診のみで追加受診できます
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町民センター
のうそんセンター
ふれあいセンター

５月１５日（金）・１６日（土）・１７日（日）、８月３０日（日）
５月２３日（土）
５月２４日（日）

地　区 場　　所 実　　　　　施　　　　　日
奈　古
福　賀
宇田郷

ご不明な点は、役場民生課　保健師までお問い合せください。　☎２－３１１３

長岡保健師

　年に1回、町の健診や病院、職場等どこかで
血液検査やがん検診を受けていますか。
　今年の健診は、皆さんの声が形になり、より
受けやすく充実した内容になりました。 健診標語

　最優秀作品　金﨑　洋さん（尾無畑）

心電図検査と
眼底検査を実施して
ほしいなぁ

日帰り人間ドック・スマート人間ドックを充実しました！
国保の方と後期高齢者医療の方も受診可能になりました。
希望者は、脳検査も受けられます（追加料金）：日帰り人間ドックのみ

後期高齢者も
人間ドックを受けられ
ないですか？

若者健診が受けられます！
国保以外の35～39歳の方で健診を受ける機会のない方は、町で実
施する若者健診を受けることができます。
※身体計測､腹囲測定､尿検査､血液検査（心電図検査､眼底検査は希望者）

健診を受けたい
けど、受ける機会が
ありません

がん検診は、40歳以上の全町民対象です！
胃がん検診は、全ての集団健診日に受診できます。
子宮がん検診（20歳以上）・乳がん検診が受診できる日が増えまし
た！実施日は下記の通りです
※5月16日（土）・5月23日（土）・8月30日（日）

詳しくは、4月下旬に送付します「健診のしおり」をご覧ください。また、「健診
受診券」を同封していますのでお手元に届き次第、必ず確認してください。

集団健診で全部の検診
ができるようになると
いいのになぁ

皆さんの声

♪ハッピー あぶ町健康習慣コーナー♪エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

4
月
は
、「
と
き
に
は
１
時
間
早
く
就
寝
し
て
、節
電
し
ま
し
ょ
う
」

“一日一笑、日々笑顔”笑顔から生まれる健康づくり“一日一笑、日々笑顔”笑顔から生まれる健康づくり

♪ハッピー あぶ町健康習慣コーナー♪合い言葉
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　あ　　　ぶ　　 さん 　　さん　まる

「ＡＢＵ３･３０運動」コーナー
～自分に合った運動を続けてみませんか？～

 「スロージョギング®」＆
　　「スローステップ運動」

※記号で書いてもOK！
　<スロージョギング®→SJ30分、スローステップ→SS10分>

 30分運動（＋腹八分目）にチャレンジで健康に！！
■問い合わせ　教育委員会　☎２－０５０１　民生課　☎２－３１１３

お手軽・安全・疲れない
健康づくり

まず１０分から
始めよう！

日 月 火 水 木 金 土
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●会場：阿武町町民センター多目的ホール　　●時間：１０：００～１１：３０

※第三回以降については日程・内容が変更となる可能性がございますのでご了承ください。   

無　　料（第四回講座のみ宿泊研修となるので別途宿泊費等が必要となります。）
下記の連絡先に住所・氏名・電話番号をお知らせください  
〒７５９－３６２２　阿武郡阿武町大字奈古３０７８－１　阿武町教育委員会　
ＴＥＬ ０８３８８－２－０５０１　ＦＡＸ ０８３８８－２－２０７５ 
特にありません
（当日参加も可能ですが定員を超えた場合は事前申込のあった方を優先します）
全回参加はもちろん、一回のみの参加も可能です。  

先大津阿川村山砂鉄洗取之図

埋め戻し後の
白須たたら製鉄遺跡

発掘時の白須たたら製鉄遺跡

奥
出
雲
刀
剣
館

で
の
製
鉄
作
業 当時のたたら製鉄様子

阿武町歴史秘話発見講座

鉄が結ぶ阿武町の幕末・昭和・平成鉄が結ぶ阿武町の幕末・昭和・平成鉄が結ぶ阿武町の幕末・昭和・平成鉄が結ぶ阿武町の幕末・昭和・平成鉄が結ぶ阿武町の幕末・昭和・平成

たたら製鉄は縄文時代から始まり、明治時代まで続いていき
ました。今回はたたら製鉄の方法を学ぶと共に、その技術が
山陰地方へ伝わった経緯、そしてどのような技術の改良があ
ったかについて、阿武町の白須たたら遺跡の話を交えて行い
ます。 

日　　時 講　　師

梅光学院大学文学部
教授　渡辺　一雄　氏

演　　　　　　　　題

主　　　　催
参　加　料
申 込 方 法

申し込み先

申し込み〆切

そ　の　他

各５０人定　　員阿武町教育委員会

阿武町とたたら製鉄 　～たたら製鉄技術の伝播と改良～

第一回
5月13日（水）
10:00～11:30

阿武町唯一の国指定史跡である白須たたら製鉄遺跡。しか
し、現在は埋め戻しによる遺跡保存のため、その姿を見るこ
とはできません。今回、30年以上の時を経て、当時の発掘
調査資料や出土品をもとに白須たたら製鉄遺跡が現在に蘇り
ます。 

山口県
埋蔵文化財センター
事業第一課長
　上山　佳彦　氏

阿武町の歴史が動いた日　～よみがえる白須たたら製鉄遺跡～

第二回
6月18日(木)
10:00～11:30

たたら製鉄を行うにあたり、原石から鉄を抽出するのに高温
の熱を必要とします。その際に燃料として必要となるのが木
材です。近代に発展した阿武地域の鉄生産、それが環境に対
しどのような影響を与えたか、環境という視点からたたら製
鉄を違った角度から学びます。 

北九州市立大学文学部
教授　野井　英明　氏

阿武町と製鉄と環境　～鉄生産が植生に与えた影響～

第三回
7月中旬予定

たたら製鉄が実際にどのように操業されていたかを見学する
ため、日本で現在も唯一稼働しているたたらを持つ奥出雲の
刀剣館を見学します。 

出雲たたら刀剣館職員

今も息づくたたら製鉄　～奥出雲刀剣館～
第四回

9月下旬予定
※要宿泊費
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平
成
27
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
大
幅
に
改
正
に
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
が
変
更

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
は
、
中
重
度
の
要
介

護
高
齢
者
を
支
え
る
施
設
と
し

て
重
点
化
が
図
ら
れ
、
新
規
入

所
の
対
象
は
原
則
と
し
て
要
介

護
３
以
上
の
方
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
現
在
入
所
中
の

方
は
今
ま
で
ど
お
り
継
続
入
所

で
き
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護

1
・
2
の
方
で
も
や
む
を
得
な

い
事
情
等
（
認
知
症
等
）
に
よ

り
在
宅
生
活
が
困
難
な
状
況
で

あ
れ
ば
、
新
規
入
所
が
認
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

負
担
限
度
額
認
定
証
の
限
度
額
見
直
し

　

介
護
保
険
施
設
等（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）の
多
床

室
利
用
に
お
け
る
基
準
費
用
額
が
3
2
0
円
か
ら
3
7
0

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を

発
行
し
て
い
る
第
２
段
階
お
よ
び
３
段
階
の
多
床
室
に
か

か
る
負
担
限
度
額
は
3
2
0
円
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
４
月
１
日
以
降
は
施
設
等
で
改
正
後
の
金
額

（
3
7
0
円
）
に
読
み
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
手
持

ち
の
認
定
証
は
そ
の
ま
ま
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
以
降
に
発
行
す
る
認
定
証
は
改
正
後
の
金
額

（
3
7
0
円
）が
記
載
さ
れ
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
し
い

総
合
事
業
）
の
創
設

　

要
支
援
１
・
２
の
方
を
対
象
と
し
た
全
国
一
律
の
訪
問

介
護
・
通
所
介
護
は
、
平
成
29
年
４
月
ま
で
に
町
が
行
う

「
新
し
い
総
合
事
業
」
の
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
町
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
以
外
の
民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
で

も
、
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
27
〜
29
年
度
介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
保
険
料
は
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

が
賄
え
る
よ
う
に
３
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

高
齢
者
人
口
の
増
加
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
方
が
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
下
表
の
と
お
り
介

護
保
険
料
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
示
す
保
険
料
の
負
担
段
階
の
基
準
が
６
段

階
か
ら
、
原
則
９
段
階
に
変
更
と
な
る
た
め
、
当
町
も
９

段
階
に
移
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
低
所
得
者
軽
減
強
化
の
基
準
に
よ
り
、
平

成
27
年
・
28
年
度
は
第
１
段
階
の
方
へ
、
新
た
に
公
費
に

よ
る
保
険
料
軽
減
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

※
そ
の
他
、
平
成
27
年
８
月
か
ら
、
65
歳
以
上
で
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
方
の
利
用
者
負
担
の
変
更
や
施
設
な
ど

を
利
用
す
る
低
所
得
者
の
食
費
・
居
住
費
補
助
の
適
用
要

件
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
国
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
順
次
制

度
改
正
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

介
護
福
祉
係　

☎
２
―
３
１
１
５

平
成
27
年
４
月
か
ら
の

　
　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

平
成
27
年
４
月
か
ら
の

　
　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

区　分 保　　険　　料　　基　　準 平成２７～２９年度
年　額

第1段階
町民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者、被保
護者。町民税世帯非課税で、前年の課税年金収
入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方

軽減前
32,400円
軽減後
29,160円

軽減前
2,700円

第2段階 町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が120万円以下の方 48,600円 4,050円

第3段階 町民税世帯非課税で、前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が120万円を超える方 48,600円 4,050円

第4段階
世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人
は町民税非課税。前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円以下の方

58,320円 4,860円

第5段階
（標準段階）

世帯の誰かに町民税が課税されているが、本人
は町民税非課税。前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円を超える方

64,800円 5,400円

第6段階 町民税課税　合計所得120万円未満の方 77,760円 6,480円
第7段階 町民税課税　合計所得120万円以上、190万円未満の方 84,240円 7,020円
第8段階 町民税課税　合計所得190万円以上、290万円未満の方 97,200円 8,100円
第9段階 町民税課税　合計所得290万円以上の方 110,160円 9,180円

軽減後
2,430円

月　額
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二
人
で
や
っ
た
ね　

子
育
て　

二
人
で
や
ろ
う
ね　

親
の
介
ご

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と 　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることができない場合には、本人の申請によって、保

険料の納付が免除される制度があります。

①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある場合に、保険
料が全額免除または一部免除となります。

②若年者納付猶予申請
　30歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。

③学生納付特例申請
　学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。

※付加年金または国民年金基金に加入中の場合、免除等が承認されると脱退となります。

■過去２年までさかのぼって免除申請ができます
　一定の将来期間のほか、過去２年（申請月の２年１カ月前の月分）までさかのぼって免除申請できま
す。ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなど不利益が生じる場合があります
ので、すみやかに申請してください。

■「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

（注１）保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以下のとおりとなります。
　　　（平成21年４月以降の免除期間）
　　　・全額免除の場合…２分の１　　・４分の３免除の場合…８分の５
　　　・半額免除の場合…４分の３　　・４分の１免除の場合…８分の７
（注２）一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。

■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　役場住民課 住民係　☎２－０５００
　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

保険料の免除制度があります

　毎日の暮らしの中で、国の仕事などについて「困っていることがある」、「制度や
仕組みが分からない」、「どこに相談して良いか分からない」などのことがありまし
たら、お気軽にご相談ください。
　町の行政相談員は、永柴義廣さん（宇田中央）☎４－０５２４ です。
　また、山口行政評価事務所でも、相談を受け付けています。
総務省山口行政評価事務所（山口市）
☎０５７０－０９０１１０（行政苦情１１０番）
FAX.０８３－９２２－１５９３

行政相談はお気軽に

年金のたより

老齢・障害・遺族基礎年金
の受給資格期間に…

老齢基礎年金額の計算に…

含まれる 含まれない含まれる含まれる
（注２）含まれる

含まれる 含まれない含まれない含まれる
（注１、２）

含まれる
（注１）

納　付 未　納若年者納付猶予
（学生納付特例）一部免除全額免除



協
会
け
ん
ぽ
山
口
支
部
の

保
険
料
率
変
更
に
つ
い
て

総
合
労
働
相
談

　

コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

　

山
口
県
内
の
企
業
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

大
阪
会
場

▼
日
時　

５
月
24
日（
日
）
10
時

〜
16
時

▼
会
場　

Ａ
Ｐ
大
阪
梅
田
茶
屋
町

（
大
阪
市
北
区
茶
屋
町
1
―
27

A
B
C
―
M
A
R
T
梅
田
ビ
ル

８
Ｆ
）

東
京
会
場

▼
日
時　

５
月
31
日（
日
）
10
時

〜
16
時

▼
会
場　

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
（
千
代
田
区
有
楽
町

2
―
10
―
1 

東
京
交
通
会
館

６
Ｆ
）

※
い
ず
れ
の
会
場
も
午
前
・
午
後

で
企
業
入
れ
替
え
の
２
部
制

▼
対
象
者　

山
口
県
内
へ
の
Ｕ
Ｊ

Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
方

▼
内
容　

参
加
企
業
の
人
事
採
用

担
当
者
に
よ
る
個
別
ブ
ー
ス
で

の
個
別
面
談
。
農
林
水
産
業
相

談
・
定
住
支
援
・
公
務
員
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置
。

▼
問
い
合
わ
せ　

や
ま
ぐ
ち
暮
ら

し
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
―
９
７
６
―
０
２
７
７

　　

海
上
自
衛
隊
の
中
で
２
番
目
に

大
き
な
護
衛
艦
が
や
っ
て
き
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
２
日（
土
）９
時
〜

10
時
30
分
・
13
時
〜
15
時
30
分

▼
場
所　

岩
国
港
「
室
の
木
地

区
」（
Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
東
口
か
ら
有

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
便
を
設
定
）

※
１　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
２　

入
場
券
等
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
顔
写
真
付
の
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証

等
）
を
必
ず
持
参
し
、
受
付
で

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
提
示
が

な
い
場
合
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。
学
生
証
等
を
持
っ
て
い
な

い
お
子
様
は
、
必
ず
保
護
者
同

伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
３　

ス
カ
ー
ト
、
ハ
イ
ヒ
ー

ル
、
サ
ン
ダ
ル
等
で
の
乗
艦
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

海
上
自
衛
隊
岩

国
航
空
基
地
広
報
室

　

☎
０
８
２
７
―
22
―
３
１
８
１

（
内
６
２
３
２
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
海
上
自
衛
隊

岩
国
航
空
基
地
」
で
検
索

　

本
年
４
月
分
（
５
月
納
付
分
）

か
ら
協
会
け
ん
ぽ
山
口
支
部
の
保

険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。（
健
康

保
険
証
に
「
全
国
健
康
保
険
協
会

山
口
支
部
」
と
記
載
の
あ
る
方
が

対
象
で
す
。）

◯
健
康
保
険
料
率

24

女
と
男
の
一
行
詩

分
か
ち
合
う　

チ
ャ
ン
ス
も
未
来
も　

幸
せ
も

お し ら せ

お
知
ら
せ

お
い
で
ま
せ
山
口
！

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
説
明
会

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦

　
　
「
い
せ
」一
般
公
開

休日急患診療センター 　椿 ㉖1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
休日急患診療センター 　椿 ㉖1397
（郡）萩市弥富医療センター 弥　富 ⑧2311
（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 ⑥2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 ②2838
休日急患診療センター 　椿 ㉖1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は
休日急患診療センターへ
☎0838－26－1397
（内科・外科・小児科・産婦人科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

4/26㊐
4/29㊌
5/3㊐
5/4㊊
5/5㊋
5/6㊌
5/10㊐
5/17㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

ひ
と

ひ
と

　
　

10
．03
％
↓
10
．10
％

○
介
護
保
険
料
率

　
　

１
．72
％
↓
１
．58
％

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　

▼
問
い
合
わ
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健
康
保
険

協
会
）
山
口
支
部

　

☎
０
８
３
―
９
７
４
―
０
５
３
１

　

山
口
労
働
局
、
各
労
働
基
準
監

督
署
内
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
、
県
内
事
業
場

に
働
く
労
働
者
、
事
業
主
か
ら
の

解
雇
・
雇
止
め
・
配
置
転
換
・
賃

金
の
引
き
下
げ
等
の
労
働
条
件
の

ほ
か
、
募
集
・
採
用
、
い
じ
め
・

嫌
が
ら
せ
な
ど
の
、
労
働
問
題
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
ご
相
談

を
面
談
や
電
話
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

萩
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
（
萩
労
働
基
準
監

督
署
内
）
萩
市
平
安
古
町

5
9
9
―
3

　

☎
０
８
３
８
―
22
―
0
7
5
0

●日　　時　４月２６日（日）９時３０分～１４時まで
●集合場所　阿武町福賀 阿武町林業センター
●参 加 費　大人１，０００円　小学生５００円
●内　　容　山菜狩り、山野草の観察と説明
　　　　　　昼食は現地で山菜の天ぷら料理

　（雨天の場合は屋内）
●申し込み
　阿武町林業振興会事
　務局　西村
　☎０８３８８－５－０５４３

自然探訪と山菜狩
り

自然探訪と山菜狩
り

参加者募集参加者募集
自然探訪と山菜狩

り
自然探訪と山菜狩

り

参加者募集参加者募集
自然探訪と山菜狩

り

参加者募集
家族と、お友だ

ちと

自然の中で思い
っきり！

山菜の天ぷら、
食べ放題！



25

女
と
男
の
一
行
詩

女
ボ
ス　

お
先
に
御
免
と　

マ
マ
の
顔

ひ
と

ひ
と 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

7
8

11

12

13

15
17
21
23

24

27
29
31

木
金

月

火

水

金
日
木
土

日

水
金
日

「福賀中・骨太クッキング」メニューより

鮭と大根の和風スープ

わ
たし
の食改料理

阿武町ヘルスメイト
おすすめ料理レシピ

［材料（４人分）］
生鮭切り身 ２４０ｇ
塩 小さじ１／４
バター 大さじ１／２
大根  ２２０ｇ
里芋 １４０ｇ
人参 ８０ｇ
ほうれん草 ６０ｇ
［作り方］
①鮭は塩をふってしばらく
　おき、１切れを３～４つに切っておく。
②大根は大きめの乱切りにして水から１５
分ぐらい下ゆでする。里芋は皮をむい
て大根の大きさに合わせて切り、人参
は大根よりも少し小さめの乱切りにす
る。ほうれん草は洗って鍋にお湯を沸
かして、さっと茹でて、食べやすい大
きさに切っておく。
③鍋にバターを溶かして鮭の両面を焼い
て一度取り出す。
④③の鍋に人参、里芋を入れて炒めて、
小麦粉を振り入れる。水、だしの素を
加えて、ひと煮立ちして大根を加えて
あくを取りながら、野菜がやわらかく
なるまで煮て、鮭を戻す。
⑤④に牛乳を加えて、みそを溶き入れて
ひと煮立ちさせて火を止める。器に盛
りつけ、上からほうれん草をのせる。

宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
食改役員会　9:00【役場大会議室】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
交通マナーアップ作戦　14:00【町内各所】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
すくすく乳児相談【母子健康センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
阿武町歴史秘話発見講座　10:00【町民センター】
集団健診（～17日）8:00【町民センター】
宇田ふれあいグラウンド植栽　9:00【宇田ふれあいグラウンド】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
集団健診　8:00【のうそんセンター】
集団健診　8:00【ふれあいセンター】
消防団機関習熟訓練　9:00 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
阿武町制施行60周年記念式典  

5月

●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714
求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
１人
１人
１人
１人
１人
１人
１人

40歳以下
64歳以下
不問
不問
不問
不問
不問

160,000円～250,000円
160,000円～250,000円

時給750円
時給750円

時給750円～800円
時給750円～800円
時給850円

普通作業員
普通作業員

受付および清掃スタッフ(鹿島の湯)
事務員

クリーンスタッフ
販売員(ミニショップ・ラパン)
食品加工(鮮魚・惣菜)

小田建設㈱ 砕石場

道の駅阿武町(あぶクリエイション)

町内の求人情報4月分 4月13日現在

阿武町の人口と世帯数 （3月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,361（－8 ）

　666（ 2 ）

　602（－6 ）

3,629（－12）

1,064（ 1 ）

　303（ 2 ）

　304（－3 ）

1,671（ 0 ）

転入　15

転出　17

出生　 1

死亡　11

3月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

123
（101）
6
（2）

16
（13）
0
（0）

0
（0）
0
（0）

0
（0）

14
（9）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

小麦粉 大さじ２
水 ２カップ
だしの素 小さじ１
牛乳 ２カップ
みそ 大さじ１

　

福
賀
公
民
館
で

は
、
コ
イ
の
ぼ
り

設
置
ス
タ
ッ
フ

と
、
不
要
に
な
っ

た
コ
イ
の
ぼ
り
を

大
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
５
月

の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
、
大
井
川

沿
い
の
コ
イ
の
ぼ

り
で
、
今
年
も
１
２
０
匹
を
た
て
る
予

定
で
す
。
新
緑
薫
る
福
と
賀
の
里
で
、

コ
イ
の
ぼ
り
た
て
に
心
地
良
い
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

４
月
29
日（
水
）8
時
30
分
〜

▼
集
合
場
所　

福
賀
支
所
駐
車
場

▼
問
い
合
わ
せ　

福
賀
公
民
館

　

☎
０
８
３
８
８
―
５
―
０
２
１
１

コイのぼりスタッフ募集
今年も
やるぞ！



◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

次回定例会は４月２７日（月）１９：００～
町民センター 講座室です。

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

会員作品紹介

ごごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの

　先日、関西在住のお客
様から、昔、奈古の工場
に勤務していた頃に食べ
た夏みかんの、あの爽や
かな甘酸っぱさが忘れら
れないというお話ととも
に、商品発送のお問い合
わせをいただきました。
　阿武町でも「だいだい菓子」を作ら
れているのではと、この時期お問い合
わせを県内外から数多くいただきま
す。
　色々とお話しを伺ってみるとやはり
「甘夏」ではなくて、どうしても「昔
食べた夏みかん」でなければという結論になってし
まうようです。遠くなってきた思い出、記憶の奥の
ごちそうの一つなのかも知れません。
　夏みかんは名前に「夏」の字がついている通り、
４月下旬から５月下旬の初夏の時期こそが最も酸味
が落ち着いて、甘酸っぱさをより美味しく感じられ
ることができるでしょう。
　また、夏みかんといえば山口県、阿武町の特産品
として過去、たくさん生産出荷されていましたが、
今ではほとんど甘夏（アマナツ）に取って代わって
いて、道の駅阿武町に夏みかんを出荷される生産者
さんは、ほんの数えるほどの方のみとなってしまい
ました。
　おいしい夏みかん、見かけた際にはぜひお求めく
ださい。

◆問い合わせ　道の駅阿武町物産直売所
　☎０８３８８－２－０３５５

俳　

句

耕
せ
ば
土
の
匂
い
の
ま
と
わ
り
ぬ

老
い
て
尚
と
き
め
き
あ
り
し
雛
の
間

猫
柳
課
外
授
業
の
子
等
の
列

花
粉
症
目
と
目
で
話
す
待
合
所

物
忘
れ
せ
わ
あ
な
い
と
も
花
大
根

荒
磯
の
浜
に
育
ち
し
花
大
根

白
木
蓮
雨
に
打
た
れ
て
花
開
く

犬
ふ
ぐ
り
子
等
の
声
す
る
所
が
す
き

合
掌
の
日
々
ふ
く
ら
み
ぬ
紫
木
蓮

花
燃
ゆ
の
街
す
っ
ぽ
り
と
春
の
虹

藪
椿
紆
余
曲
折
の
日
々
を
生
く

泣
き
声
も
ま
じ
る
賑
わ
い
ひ
な
の
宿

美
し
き
父
母
あ
り
子
等
は
卆
業
す

記
さ
ね
ば
み
ん
な
消
え
ゆ
く
犬
ふ
ぐ
り

娘
を
送
り
春
田
の
端
に
立
ち
つ
く
す

そ
の
あ
た
り
だ
け
が
明
る
き
花
大
根

懐
紙
よ
り
こ
ぼ
れ
戴
く
雛
あ
ら
れ

ほ
ろ
酔
い
の
風
少
し
入
れ
雛
の
客

段
飾
り
雛
の
名
前
を
訊
く
男
の
子

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

斎
藤　

孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

中
村　

良
江（　

市　

）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
浜
の
３
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

た
が
や

ひ
い
な

か　

が
い　

じ
ゅ
ぎ
ょ
う

か　

ふ
ん
し
ょ
う

あ
ら　

い
そ

は
く　
も
く　
れ
ん

し　

も
く
れ
ん

や
ぶ
つ
ば
き　
う　

よ　

き
ょ
く
せ
つ

に
ぎ

し
るこか
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道の駅「阿武町」
田中良平

タイトル「野生の輝き」　出羽　朝一（浜の一）
●コメント：郷川にいたアオサギを撮影しました。
水の流れの中を行ったり来たりしている姿が逆光に
輝いてとても美しかったので夢中でシャッターを切
りました。

夏みかん
（ナツダイダイ）

世界スカウトジャンボリーまであと　 　　日9999

　４月９日、あぶホーム
メイド創立総会のあと試
食会が行われ、町特産キ
ウイと梨のジャムの試作
品が好評を得ました。
　早期の商品化を目指し
ています。

おいしい
 ジャムを
  作ります
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